
S O C I A L  D I S T A N C I N G
>> 心の距離は寄り添い合って <<

距離を取って
感染を防ごう

み
な
さ
ま
の
思
い
と
と
も
に

市
民
・
県
民
が
世
界
に
誇
る
文
化
遺
産
、
首
里

城
が
焼
失
し
て
か
ら
、
早
や
一
年
が
経
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
突
然
の
出
来
事
に
思
わ
ず
言
葉
を
失
っ

た
あ
の
日
の
こ
と
は
、
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
付
い

て
離
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
被
災
直
後
か
ら
瞬
く
間
に
、

県
民
の
み
な
ら
ず
国
内
外
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
多

く
の
励
ま
し
と
ご
支
援
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
は
、

驚
き
と
と
も
に
深
い
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
み
な

さ
ま
の
真
摯
な
お
気
持
ち
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
日
も
早
い
首
里

城
の
再
建
を
願
う
み
な
さ
ま
の
熱
い
思
い
を
大
切

に
、
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
再
建
に
向
け
た
支

援
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ゆ

た
さ
る
ぐ
と
ぅ　
う
に
げ
ー
さ
び
ら
。

那
覇
市
長

城
間 

幹
子
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主
な
紙
面

Face
book マチイロInsta

gramLINE そ大ごみ
受 付

防 災
Twitter

総人口 320,920人（5,370人）
 男 155,449人（2,770人）　女 165,471人（2,600人）
世帯数 155,423世帯（3,800世帯）

那覇市の人口と世帯
2020（令和2）年8月末現在

※（　）内はうち外国人

カタポケ
iPhone / Android

「広報なは市民の友」を10言語で読むことができます。 無 料
Free App

ウェブでもアプリでも

令和元年10月31日未明、
沖縄のシンボルといわれる首里城の正殿含む８棟が、
火災により一夜で焼失しました。
たくさんの人が大きな喪失感に包まれたあの日から、
もうすぐ１年が経とうとしています。

首
里
城
さ
ん

あ
な
が
ち

世界中から寄せられた首里城へのメッセージ
愛する首里城。一刻も早い再建を心より祈っ
ています。今回の反省を込め、防火防災にも
十分に心を配って下さい。

少額ですが県民の思い、首里城下町の住民の
思いです。再建の実現に向けて是非よろしく
お願いします。

亡くなった父母、姉と一緒に旅行した思い出
の地です。大変だと思いますが、早い再建を
お祈りしています。

沖縄県外の者ですが首里城は沖縄の宝だけで
なく日本の宝だと思ってます。みんなで頑張
りましょう！

Stand up again OKINAWA. Naha.Shuri Castle!

家から見える首里城の光は毎日帰路に着く
と、僕の励みになっていました。来春生まれ
てくる我が子に、再建した首里城を見せてあ
げたいので、1日でも早く復元できることを
願っています！

ひやみかち首里城！また笑顔で会える日まで、
ずっとずっと応援します！

今は県外にいますが、いつもこころの支えで
す。再建応援しています。

首里に生を受けた自分にとって、首里城は心
の拠り所であり誇りです。再建させていただ
ける事を切に願います。頑張ろう、おきなわ！

再び輝く日を楽しみにしています。 
応援しています！ 期待首里城再放光彩的一
天！加油！

毎年沖縄を訪問する度に、ゆいレールや車窓か
ら見える首里城を楽しみにしていました。

時間がかかると思いますが、未来に残すべき
遺産だと思います。 沖縄の皆様の為に、お
役に立てていただければ幸いです。

首里城は無意識に心の中で私の誇りだったん
だと初めて気付いた。火災で燃え落ちる姿を
見て、こんなにショックを受け涙が止まらな
い自分に驚いている。

今は嫁いで県外にいますが、離れても沖縄を想っ
ています。何年かかっても、もう一度首里城が
再建されることを祈っています。ちばりよー！

まだ衝撃から立ち直れていません。皆の心の
拠り所である首里城。沖縄戦での壊滅から復
元していただいた先輩たちの為にも必ずや復
活させましょう！

期待首里城再放光彩的一天！加油！

Supporting quick rebuild of Shuri Castle!

学生の頃修学旅行で首里城に行きました。伝統
的な赤い建物が青空に映えて美しかったのを覚
えています。また再建した際には行きたいと思
います。 応援しています！

那覇市クラウドファンディングに添えられたメッセージから抜粋

新型コロナウイルス感染症特集 4～5面

「
あ
な
が
ち
さ
ん
」の
意
味
は
12
面
の「
う
ち
な
ー
ぐ
ち
や
ぷ
ち
あ
じ
く
ー
た
ー
」を
チ
ェ
ッ
ク
！



首
里
城
が
燃
え
て
い
る
。

早
朝
飛
び
込
ん
で
き
た
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
沖
縄
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国
、

国
外
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
、
人
々
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

喪
失
感
が
広
が
る
と
同
時
に
、
応
援
と
支
援
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
首
里
城
が

私
た
ち
に
と
っ
て
い
か
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
か
を
思
い
知
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

首
里
城
火
災
か
ら
１
年
、
現
場
で
消
火
に
あ
た
っ
た
消
防
局
隊
員
の
話
を
通
し
て

あ
の
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

1010
・・
3131  
あ
の
日
の
首
里
城

あ
の
日
の
首
里
城

深
夜
の
出
動
命
令

私
は
当
時
、
神
原
分
署
に
所
属
し
て
い
て
、
夜

勤
中
の
午
前
２
時
42
分
に
出
動
指
令
が
か
か
り
ま

し
た
。
準
備
を
し
な
が
ら
現
場
の
ポ
イ
ン
ト
を
見

る
と
火
災
現
場
が
首
里
城
に
な
っ
て
い
た
の
で
驚

き
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
で
龍
潭
に
向
か
っ
て
い
る
と
き
に
大

き
い
炎
が
見
え
、「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」と
身
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

決
死
の
消
火
活
動  

現
場
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
下し

ち
や
ぬ
う
な
ー

之
御
庭
に
ポ
ン

プ
車
を
停
車
し
、
そ
こ
か
ら
１
本
20
メ
ー
ト
ル
の

ホ
ー
ス
を
11
本
繋
い
で
御う

な
ー庭
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
時
に
は
す
で
に
正
殿
が
勢
い
よ
く
燃
え
て
い
て

す
ご
い
輻ふ

く
し
や
ね
つ

射
熱
で
し
た
。

私
た
ち
消
火
隊
７
人
は
二
手
に
分
か
れ
て
南
殿

側
の
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
輻
射
熱
が
と

て
も
高
く
、
断
熱
効
果
の
あ
る
防
火
服
で
も
し
ゃ

が
む
態
勢
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
南

殿
の
火
が
鎖さ

す
の
ま

乃
間
へ
燃
え
移
る
の
を
少
し
で
も
防

ご
う
と
放
水
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
バ
キ
バ
キ
ッ
と

い
う
大
き
な
音
が
し
た
の
で
正
殿
が
崩
落
し
た
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

非
番
の
職
員
が
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
持
っ
て
き

て
く
れ
た
り
、
消
防
団
員
が
キ
ー
パ
ー
の
水
を
汲

ん
で
き
た
り
な
ど
、
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
と
て

も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

気
が
付
い
た
ら
空
が
明
る
く
な

り
、
朝
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夜

は
暗
く
て
よ
く
見
え
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
首
里
城
が
焼
け
落
ち
て

無
残
な
光
景
に
な
っ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
に
は
愕

然
と
し
ま
し
た
。

鎮
火
し
た
後
も
夕
方
ま
で
放

水
は
続
い
た
の
で
、
11
時
間
は

放
水
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

再
建
へ
の
希
望

私
自
身
、
小
中
高
と
首
里
地
区

の
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
首

里
城
は
思
い
出
深
い
場
所
で
す
。

火
災
後
も
首
里
城
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
意
識

的
に
見
る
よ
う
に
し
て
い
て
、
再
建
に
向
け
て
の

動
き
の
速
さ
や
寄
附
金
の
金
額
を
知
っ
て
、
多
く

の
人
が
首
里
城
の
再
建
を
望
ん
で
い
る
ん
だ
な
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
日
の
経
験
を
糧
に

あ
の
日
を
改
め
て
振
り
返
る
と
、
お
そ
ら
く

一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
大
火
災
だ
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
の
現
場
に
消
防
隊
員

と
し
て
立
ち
会
っ
た
、
微
力
な
が
ら
も
消
火
活

動
に
携
わ
っ
た
と
い
う
経
験
は
一
生
忘
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

首
里
城
火
災
で
の
経
験
を
教
訓
に
、
消
防
士
と

し
て
知
識
や
技
術
を
更
に
身
に
付
け
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

火
災
が
起
き
る
前
に

建
物
に
は
、
消
防
用
設
備
の
設
置
や
管
理
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
消
防
局
は
、
事

業
所
な
ど
の
立
ち
入
り
検
査
を
行
い
、
こ
の
施
設

に
は
こ
の
設
備
が
必
要
で
す
と
い
っ
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
建
物
所
有
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
が
火
災
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。
所
有
者
の
み

な
さ
ま
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

那覇市消防局
中央消防署本署勤務

大城 辰  消防士（27歳）

那
覇
市
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
の

ご
報
告
と
お
礼

首
里
城
火
災
に
対
し
、
県
内
外
よ
り
首
里
城
の

修
復
再
建
に
向
け
た
励
ま
し
や
支
援
の
お
申
し
出

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
支
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
内
に
沖
縄
県
へ
寄
託
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
の
で
、
本
市
で
の
支
援
金
の
受
付
を
、
令
和

２
年
10
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

首
里
城
再
建
は
長
い
道
の
り
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
国
や
県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問 

総
務
課
☎
８
６
２・９
９
１
１

募金箱・口座振込などにおける募金総額
（8月31日時点）

（国外からの寄附を含む）

ふるさと納税（クラウドファンディング）に
おける寄附金総額（令和2年3月31日受付終了）

5億9,875万6,559円

53,199件
9億4,226万9,103円
合計 15億4,102万5,662円

全焼した南殿

南殿への放水

首里城火災の流れ
令
和
元
年
10
月
31
日 

2時41分 警備会社が119番通報
2時42分 那覇市消防局第１出動

（消防車両8台、人員31人）
2時45分 那覇市消防局第2出動

（消防車両11台、人員41人）
2時49分 先着隊放水開始
3時00分 那覇市災害対策本部設置
3時14分 那覇市消防局第3出動

（消防車両15台、人員56人）、
消防警戒本部設置

3時27分 東部消防へ応援出動要請
3時34分 浦添消防へ応援出動要請
3時45分 豊見城消防、島尻消防、糸満消防へ

応援出動要請
3時46分 警防本部設置

（管理職員、非番員を非常招集）
4時30分頃 正殿屋根の骨組みなどが崩落
5時12分 沖縄消防、中北消防、宜野湾消防へ

応援出動要請
6時00分 避難所開設（城南小）
6時20分 避難所開設（首里公民館、石嶺公民館）
7時30分 那覇市災害警戒本部会議開催
8時10分 城間市長緊急記者会見
8時15分 【現場からの情報】

正殿、北殿、南殿は全焼し原型をと
どめていない。
北殿から奉神門に延焼の恐れあり。
延焼防止の消防活動中。

8時35分 【現場からの情報】
奉神門に延焼拡大、消火活動中。

11時00分 鎮圧
13時30分 鎮火

11月1日 那覇市クラウドファンディングを開設
11月3日 クラウドファンディング目標金額の1

億円を達成
11月13日 クラウドファンディングが5億円を突破
12月24日 那覇市消防局が原因調査を終了
令和2年
1月29日 沖縄県警が原因調査を終了
2月10日 再建に向けた工事を開始
3月27日 政府が2026年までの復興を盛り込

んだ工程表を発表
6月12日 火災後、初めて正殿を一般公開
7月30日 沖縄県が「首里城復興基金の活用に

関する方針」を策定

あながちさん 首里城

2019年4月に焼失した
ノートルダム大聖堂
（世界遺産）の管轄消防で
あるパリ消防から
那覇市消防局へ
メッセージが届きました

那覇市消防局指揮官 殿
2019年10月31日
首里城における火災の様子を、我々パリ消防署の職員は
茫然として観ていました。
琉球の歴史や沖縄復興のシンボルであった首里城正殿が
崩れ落ちたことを受け、私たちは深く悲しんでおります。
国や地域を代表するような遺産を失っていることを、
我々は深く理解しております。
消火をするために絶え間なく戦った多くの消防隊員は、
多大な勇気と献身的な姿勢を見せてくれました。
どうか、この我々のお気持ちを那覇市民と那覇市消防局
の全職員にお伝えください。
心より、復興を望んでいます。

パリ消防署 消防隊長
（指揮官）ジン・クラウド・ガレットより

 パリ消防からの
激励メッセージ

　令和２年度 那覇市政功労者　令和２年度 那覇市政功労者

登
録
番
号
４
６
７
号

山や
ま

根ね 

春は
る

代よ （
72
歳
）

長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
会
長
や
中
学
校
区
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
会
長
を
務

め
、
行
政
の
審
議
委
員
を
歴
任
す

る
な
ど
、
本
市
の
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
。
さ
ら
に
、
う
る
く

地
域
づ
く
り
協
議
会
副
会
長
や
小

禄
南
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
会
長
を
務
め
、
本
市
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
５
号

仲な
か

田だ 

幸さ
ち

子こ （
87
歳
）

戦
後
、
15
歳
で
劇
団
に
入
団
。
舞

台
で
観
客
が
湧
き
か
え
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
自
他
と
も
に
喜

劇
の
女
王
と
認
め
る
存
在
と
し

て
活
躍
。
戦
後
の
激
動
の
時
代
に

あ
っ
た
沖
縄
県
民
に
生
き
る
喜
び

と
力
を
与
え
る
と
と
も
に
、
多
く

の
役
者
を
育
て
、
沖
縄
芝
居
の
継

承
・
発
展
に
尽
力
し
、
本
市
の
芸

能
文
化
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
３
号

島し
ま

袋ぶ
く
ろ 

常じ
ょ
う

榮え
い （

76
歳
）

壺
屋
陶
器
事
業
協
同
組
合
の
理

事
長
を
12
年
間
務
め
、
組
合
の
発

展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
壺
屋

焼
の
宣
伝
普
及
に
貢
献
。
ま
た
、

那
覇
市
制
施
行
90
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た

壺
屋
焼
巨
大
シ
ー
サ
ー
の
製
作

で
は
、
理
事
長
と
し
て
指
揮
を

執
る
な
ど
、
本
市
の
伝
統
工
芸

の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
１
号

太お
お

田た 

節せ
つ

子こ （
87
歳
）

昭
和
49
年
か
ら
42
年
間
に
わ
た
り

本
市
小
学
校
及
び
中
学
校
で
、
学

校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
長
及
び
養

護
教
諭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
学

校
環
境
衛
生
の
改
善
に
尽
力
。
ま

た
、
担
当
校
の
学
校
保
健
委
員
会

を
通
し
て
学
校
環
境
衛
生
の
重
要

性
を
説
き
、
特
に
日
常
検
査
の
大

切
さ
を
指
導
助
言
し
、
本
市
の
学

校
保
健
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
６
号

平ひ
ら

山や
ま 

良り
ょ
う

明め
い （

85
歳
）

高
校
教
諭
と
し
て
生
徒
に
弁
論
を
指

導
し
、
県
内
初
を
含
む
教
え
子
を

次
々
に
全
国
優
勝
に
導
き
、
戦
後
沖

縄
の
教
育
界
を
盛
り
上
げ
た
。ま
た
、

『
沖
縄
文
学
全
集
巻
3
・
短
歌
編
』

を
編
集
し
、
沖
縄
短
歌
界
の
文
化
的

地
位
を
築
く
と
と
も
に
、
お
も
ろ
研

究
会
第
2
代
会
長
と
し
て
多
く
の
研

究
者
・
専
門
家
を
育
成
し
、
本
市
の

芸
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
４
号

髙た
か

良ら 

政ま
さ

勝か
つ （

80
歳
）

昭
和
57
年
か
ら
那
覇
市
立
壺
屋
小

学
校
の
歯
科
校
医
を
務
め
、
児
童
生

徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
歯
科
保
健
衛
生
の
啓
発
に

努
め
、
乳
幼
児
歯
科
健
診
等
に
も
協

力
。
ま
た
、対
馬
丸
記
念
会
理
事
長
・

会
長
、対
馬
丸
記
念
館
館
長
と
し
て
、

戦
没
者
の
追
悼
と
遺
族
の
福
祉
の
向

上
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
学
習
推

進
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
２
号

太お
お

田た 

敏と
し

勝か
つ （

73
歳
）

昭
和
57
年
か
ら
那
覇
市
体
育
指

導
委
員
と
し
て
、
市
民
の
体
力
の

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
・
推
進
に
尽
力
。

さ
ら
に
、
昭
和
54
年
か
ら
長
き

に
わ
た
り
少
年
補
導
員
と
し
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育

成
の
た
め
の
活
動
に
も
尽
力
し
、

本
市
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に

貢
献
。

登
録
番
号
４
６
０
号

大お
お

田た 

征い
く

夫お

 （
78
歳
）

昭
和
54
年
の
開
業
か
ら
、
地
域
の

健
康
増
進
・
健
康
管
理
及
び
疾
病

予
防
に
尽
力
。
ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
学
校
医
を
務
め
、
学
校
保
健

活
動
を
推
進
し
、
児
童
の
健
康
管

理
、
健
康
教
育
並
び
に
疾
病
予
防

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
育
園
の

園
医
と
し
て
、
疾
病
予
防
や
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
対
応
な
ど
、
本

市
の
健
康
福
祉
の
増
進
に
貢
献
。

市政功労者8名のみなさまは、本市の発展に多大な貢献をされました。
これまでの長年にわたるご尽力とご功績に敬意を表し、
32万那覇市民を代表いたしまして心から感謝申し上げます。

那覇市長　城間 幹子

22020年（令和２年）10月



首
里
城
が
燃
え
て
い
る
。

早
朝
飛
び
込
ん
で
き
た
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
沖
縄
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
全
国
、

国
外
で
も
大
き
く
報
道
さ
れ
、
人
々
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

喪
失
感
が
広
が
る
と
同
時
に
、
応
援
と
支
援
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
首
里
城
が

私
た
ち
に
と
っ
て
い
か
に
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
っ
た
か
を
思
い
知
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

首
里
城
火
災
か
ら
１
年
、
現
場
で
消
火
に
あ
た
っ
た
消
防
局
隊
員
の
話
を
通
し
て

あ
の
日
を
振
り
返
り
ま
す
。

1010
・・
3131  

あ
の
日
の
首
里
城

あ
の
日
の
首
里
城

深
夜
の
出
動
命
令

私
は
当
時
、
神
原
分
署
に
所
属
し
て
い
て
、
夜

勤
中
の
午
前
２
時
42
分
に
出
動
指
令
が
か
か
り
ま

し
た
。
準
備
を
し
な
が
ら
現
場
の
ポ
イ
ン
ト
を
見

る
と
火
災
現
場
が
首
里
城
に
な
っ
て
い
た
の
で
驚

き
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
で
龍
潭
に
向
か
っ
て
い
る
と
き
に
大

き
い
炎
が
見
え
、「
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
に
な
っ

て
い
る
」と
身
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

決
死
の
消
火
活
動  

現
場
に
到
着
し
て
か
ら
は
、
下し

ち
や
ぬ
う
な
ー

之
御
庭
に
ポ
ン

プ
車
を
停
車
し
、
そ
こ
か
ら
１
本
20
メ
ー
ト
ル
の

ホ
ー
ス
を
11
本
繋
い
で
御う

な
ー庭
に
入
り
ま
し
た
。
そ

の
時
に
は
す
で
に
正
殿
が
勢
い
よ
く
燃
え
て
い
て

す
ご
い
輻ふ

く
し
や
ね
つ

射
熱
で
し
た
。

私
た
ち
消
火
隊
７
人
は
二
手
に
分
か
れ
て
南
殿

側
の
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
輻
射
熱
が
と

て
も
高
く
、
断
熱
効
果
の
あ
る
防
火
服
で
も
し
ゃ

が
む
態
勢
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。
南

殿
の
火
が
鎖さ

す
の
ま
乃
間
へ
燃
え
移
る
の
を
少
し
で
も
防

ご
う
と
放
水
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
バ
キ
バ
キ
ッ
と

い
う
大
き
な
音
が
し
た
の
で
正
殿
が
崩
落
し
た
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

非
番
の
職
員
が
お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
持
っ
て
き

て
く
れ
た
り
、
消
防
団
員
が
キ
ー
パ
ー
の
水
を
汲

ん
で
き
た
り
な
ど
、
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
と
て

も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

気
が
付
い
た
ら
空
が
明
る
く
な

り
、
朝
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
夜

は
暗
く
て
よ
く
見
え
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
首
里
城
が
焼
け
落
ち
て

無
残
な
光
景
に
な
っ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
た
と
き
に
は
愕

然
と
し
ま
し
た
。

鎮
火
し
た
後
も
夕
方
ま
で
放

水
は
続
い
た
の
で
、
11
時
間
は

放
水
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

再
建
へ
の
希
望

私
自
身
、
小
中
高
と
首
里
地
区

の
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
、
首

里
城
は
思
い
出
深
い
場
所
で
す
。

火
災
後
も
首
里
城
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
意
識

的
に
見
る
よ
う
に
し
て
い
て
、
再
建
に
向
け
て
の

動
き
の
速
さ
や
寄
附
金
の
金
額
を
知
っ
て
、
多
く

の
人
が
首
里
城
の
再
建
を
望
ん
で
い
る
ん
だ
な
と

改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
の
日
の
経
験
を
糧
に

あ
の
日
を
改
め
て
振
り
返
る
と
、
お
そ
ら
く

一
生
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
大
火
災
だ
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ
の
現
場
に
消
防
隊
員

と
し
て
立
ち
会
っ
た
、
微
力
な
が
ら
も
消
火
活

動
に
携
わ
っ
た
と
い
う
経
験
は
一
生
忘
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

首
里
城
火
災
で
の
経
験
を
教
訓
に
、
消
防
士
と

し
て
知
識
や
技
術
を
更
に
身
に
付
け
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

火
災
が
起
き
る
前
に

建
物
に
は
、
消
防
用
設
備
の
設
置
や
管
理
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
消
防
局
は
、
事

業
所
な
ど
の
立
ち
入
り
検
査
を
行
い
、
こ
の
施
設

に
は
こ
の
設
備
が
必
要
で
す
と
い
っ
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
建
物
所
有
者
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
が
火
災
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。
所
有
者
の
み

な
さ
ま
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

那覇市消防局
中央消防署本署勤務

大城 辰  消防士（27歳）

那
覇
市
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
金
の

ご
報
告
と
お
礼

首
里
城
火
災
に
対
し
、
県
内
外
よ
り
首
里
城
の

修
復
再
建
に
向
け
た
励
ま
し
や
支
援
の
お
申
し
出

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
預
か
り
し
た
支
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
内
に
沖
縄
県
へ
寄
託
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
の
で
、
本
市
で
の
支
援
金
の
受
付
を
、
令
和

２
年
10
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

首
里
城
再
建
は
長
い
道
の
り
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
国
や
県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問 

総
務
課
☎
８
６
２・９
９
１
１

募金箱・口座振込などにおける募金総額
（8月31日時点）

（国外からの寄附を含む）

ふるさと納税（クラウドファンディング）に
おける寄附金総額（令和2年3月31日受付終了）

5億9,875万6,559円

53,199件
9億4,226万9,103円
合計 15億4,102万5,662円

全焼した南殿

南殿への放水

首里城火災の流れ
令
和
元
年
10
月
31
日 

2時41分 警備会社が119番通報
2時42分 那覇市消防局第１出動

（消防車両8台、人員31人）
2時45分 那覇市消防局第2出動

（消防車両11台、人員41人）
2時49分 先着隊放水開始
3時00分 那覇市災害対策本部設置
3時14分 那覇市消防局第3出動

（消防車両15台、人員56人）、
消防警戒本部設置

3時27分 東部消防へ応援出動要請
3時34分 浦添消防へ応援出動要請
3時45分 豊見城消防、島尻消防、糸満消防へ

応援出動要請
3時46分 警防本部設置

（管理職員、非番員を非常招集）
4時30分頃 正殿屋根の骨組みなどが崩落
5時12分 沖縄消防、中北消防、宜野湾消防へ

応援出動要請
6時00分 避難所開設（城南小）
6時20分 避難所開設（首里公民館、石嶺公民館）
7時30分 那覇市災害警戒本部会議開催
8時10分 城間市長緊急記者会見
8時15分 【現場からの情報】

正殿、北殿、南殿は全焼し原型をと
どめていない。
北殿から奉神門に延焼の恐れあり。
延焼防止の消防活動中。

8時35分 【現場からの情報】
奉神門に延焼拡大、消火活動中。

11時00分 鎮圧
13時30分 鎮火

11月1日 那覇市クラウドファンディングを開設
11月3日 クラウドファンディング目標金額の1

億円を達成
11月13日 クラウドファンディングが5億円を突破
12月24日 那覇市消防局が原因調査を終了
令和2年
1月29日 沖縄県警が原因調査を終了
2月10日 再建に向けた工事を開始
3月27日 政府が2026年までの復興を盛り込

んだ工程表を発表
6月12日 火災後、初めて正殿を一般公開
7月30日 沖縄県が「首里城復興基金の活用に

関する方針」を策定

あながちさん 首里城

2019年4月に焼失した
ノートルダム大聖堂
（世界遺産）の管轄消防で
あるパリ消防から
那覇市消防局へ
メッセージが届きました

那覇市消防局指揮官 殿
2019年10月31日
首里城における火災の様子を、我々パリ消防署の職員は

茫然として観ていました。
琉球の歴史や沖縄復興のシンボルであった首里城正殿が

崩れ落ちたことを受け、私たちは深く悲しんでおります。
国や地域を代表するような遺産を失っていることを、

我々は深く理解しております。
消火をするために絶え間なく戦った多くの消防隊員は、

多大な勇気と献身的な姿勢を見せてくれました。
どうか、この我々のお気持ちを那覇市民と那覇市消防局

の全職員にお伝えください。
心より、復興を望んでいます。

パリ消防署 消防隊長
（指揮官）ジン・クラウド・ガレットより

 パリ消防からの
激励メッセージ

　令和２年度 那覇市政功労者　令和２年度 那覇市政功労者

登
録
番
号
４
６
７
号

山や
ま

根ね 

春は
る

代よ （
72
歳
）

長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
会
長
や
中
学
校
区
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
会
長
を
務

め
、
行
政
の
審
議
委
員
を
歴
任
す

る
な
ど
、
本
市
の
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
。
さ
ら
に
、
う
る
く

地
域
づ
く
り
協
議
会
副
会
長
や
小

禄
南
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
会
長
を
務
め
、
本
市
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
５
号

仲な
か

田だ 

幸さ
ち

子こ （
87
歳
）

戦
後
、
15
歳
で
劇
団
に
入
団
。
舞

台
で
観
客
が
湧
き
か
え
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
自
他
と
も
に
喜

劇
の
女
王
と
認
め
る
存
在
と
し

て
活
躍
。
戦
後
の
激
動
の
時
代
に

あ
っ
た
沖
縄
県
民
に
生
き
る
喜
び

と
力
を
与
え
る
と
と
も
に
、
多
く

の
役
者
を
育
て
、
沖
縄
芝
居
の
継

承
・
発
展
に
尽
力
し
、
本
市
の
芸

能
文
化
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
３
号

島し
ま

袋ぶ
く
ろ 

常じ
ょ
う

榮え
い （

76
歳
）

壺
屋
陶
器
事
業
協
同
組
合
の
理

事
長
を
12
年
間
務
め
、
組
合
の
発

展
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
壺
屋

焼
の
宣
伝
普
及
に
貢
献
。
ま
た
、

那
覇
市
制
施
行
90
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た

壺
屋
焼
巨
大
シ
ー
サ
ー
の
製
作

で
は
、
理
事
長
と
し
て
指
揮
を

執
る
な
ど
、
本
市
の
伝
統
工
芸

の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
１
号

太お
お

田た 

節せ
つ

子こ （
87
歳
）

昭
和
49
年
か
ら
42
年
間
に
わ
た
り

本
市
小
学
校
及
び
中
学
校
で
、
学

校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
長
及
び
養

護
教
諭
と
の
連
携
を
密
に
し
、
学

校
環
境
衛
生
の
改
善
に
尽
力
。
ま

た
、
担
当
校
の
学
校
保
健
委
員
会

を
通
し
て
学
校
環
境
衛
生
の
重
要

性
を
説
き
、
特
に
日
常
検
査
の
大

切
さ
を
指
導
助
言
し
、
本
市
の
学

校
保
健
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
６
号

平ひ
ら

山や
ま 

良り
ょ
う

明め
い （

85
歳
）

高
校
教
諭
と
し
て
生
徒
に
弁
論
を
指

導
し
、
県
内
初
を
含
む
教
え
子
を

次
々
に
全
国
優
勝
に
導
き
、
戦
後
沖

縄
の
教
育
界
を
盛
り
上
げ
た
。ま
た
、

『
沖
縄
文
学
全
集
巻
3
・
短
歌
編
』

を
編
集
し
、
沖
縄
短
歌
界
の
文
化
的

地
位
を
築
く
と
と
も
に
、
お
も
ろ
研

究
会
第
2
代
会
長
と
し
て
多
く
の
研

究
者
・
専
門
家
を
育
成
し
、
本
市
の

芸
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
４
号

髙た
か

良ら 

政ま
さ

勝か
つ （

80
歳
）

昭
和
57
年
か
ら
那
覇
市
立
壺
屋
小

学
校
の
歯
科
校
医
を
務
め
、
児
童
生

徒
の
健
康
保
持
増
進
に
尽
力
す
る
と

と
も
に
、
歯
科
保
健
衛
生
の
啓
発
に

努
め
、
乳
幼
児
歯
科
健
診
等
に
も
協

力
。
ま
た
、対
馬
丸
記
念
会
理
事
長
・

会
長
、対
馬
丸
記
念
館
館
長
と
し
て
、

戦
没
者
の
追
悼
と
遺
族
の
福
祉
の
向

上
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
平
和
学
習
推

進
に
貢
献
。

登
録
番
号
４
６
２
号

太お
お

田た 

敏と
し

勝か
つ （

73
歳
）

昭
和
57
年
か
ら
那
覇
市
体
育
指

導
委
員
と
し
て
、
市
民
の
体
力
の

向
上
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
・
推
進
に
尽
力
。

さ
ら
に
、
昭
和
54
年
か
ら
長
き

に
わ
た
り
少
年
補
導
員
と
し
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育

成
の
た
め
の
活
動
に
も
尽
力
し
、

本
市
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に

貢
献
。

登
録
番
号
４
６
０
号

大お
お

田た 

征い
く

夫お

 （
78
歳
）

昭
和
54
年
の
開
業
か
ら
、
地
域
の

健
康
増
進
・
健
康
管
理
及
び
疾
病

予
防
に
尽
力
。
ま
た
、
長
年
に
わ

た
り
学
校
医
を
務
め
、
学
校
保
健

活
動
を
推
進
し
、
児
童
の
健
康
管

理
、
健
康
教
育
並
び
に
疾
病
予
防

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
育
園
の

園
医
と
し
て
、
疾
病
予
防
や
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
へ
の
対
応
な
ど
、
本

市
の
健
康
福
祉
の
増
進
に
貢
献
。

市政功労者8名のみなさまは、本市の発展に多大な貢献をされました。
これまでの長年にわたるご尽力とご功績に敬意を表し、
32万那覇市民を代表いたしまして心から感謝申し上げます。

那覇市長　城間 幹子

3 2020年（令和２年）10月



○  発熱等の風邪症状が見られるときは、 登校・出勤につい
て学校や会社と調整を行う。

○  基礎疾患（持病）をお持ちの人で症状に変化がある人、新
型コロナウイルス感染症以外の病気が心配な人は、まず
は、かかりつけ医等に電話でご相談ください。

こ
ん
な
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

 

―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
―

Ｑ
相
談
者
の
職
場
で
陽
性
者
が
出
た
た
め
濃
厚
接
触
者
と
な

り
自
宅
待
機
中
の
場
合
、
家
庭
内
で
の
感
染
防
止
対
策
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
●

部
屋
を
分
け
ま
し
ょ
う

 

● 

感
染
者
の
お
世
話
は
で
き
る
だ
け

限
ら
れ
た
人
で

 

●

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う

 

● 

こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
・

換
気
を
し
ま
し
ょ
う

 

●

手
で
触
れ
る
共
有
部
分
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う

 

●

汚
れ
た
リ
ネ
ン
、
衣
類
を
洗
濯
し
ま
し
ょ
う

 

●

ゴ
ミ
は
密
閉
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う

Ｑ
発
熱
、
倦
怠
感
の
症
状
が
３
日
間
続
い
て
い
ま
す
。
２
週

間
以
内
の
県
外
渡
航
・
居
住
歴
な
し
、
陽
性
者
お
よ
び
濃

厚
接
触
者
と
の
接
触
な
し
、
職
場
お
よ
び
家
族
に
同
症
状

な
し
の
場
合
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
か
か
り
つ
け
医
に
て
相
談
・
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
医
療
機
関
を
案
内
し
ま
す
。

Ｑ
接
待
を
伴
う
飲
食
店
な
ど
で
の
感
染
予
防
対
策
は
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
● 

マ
ス
ク
を
必
ず
つ
け
る
・
大
声
で

話
さ
な
い
・
少
し
離
れ
て
接
待
を

す
る

 

● 

シ
ャ
ン
パ
ン
コ
ー
ル
禁
止
・
お
客

ご
と
に
接
客
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
き

め
る

 

● 

騒
が
ず
に
静
か
に
飲
む
・
回
し
飲

み
は
し
な
い

Ｑ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
接
触
ア
プ
リ
で
陽
性
者
と
接
触
が
あ
っ
た
場

合
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
９
８
・
８
６
６
・
２
１
２
９
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
接
触
日
の
行
動
歴
お
よ
び
症
状
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
、（
検
査
が
必
要
と
判
断
し
た
ら
）
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
た
め
の
受
診
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市民のみなさま
■生活相談窓口
失業や収入減少などにより生活が困窮している人について、家計や仕

事、生活上の困りごとなどの相談・支援を行っています。相談は無料です。
事前予約が必要なため、まずはお電話にてご相談ください。
問  那覇市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
☎917-5348（9時～12時／13時～16時）※土日・祝日を除く

■新型コロナ感染症の影響による特別労働相談窓口
新型コロナウイルスの感染拡大により経済活動などへ影響が出ている

ことをふまえ、相談窓口を開設しています。労働に関する問題でお困り
の際はご相談ください。
問  沖縄労働局雇用環境・均等室
☎868-6060（8時30分～17時15分）
※土日・祝日を除く

事業者のみなさま
■経営相談窓口
新型コロナウイルス感染症により影響を受けた市内の事業者を対象
に、経営に関する相談や、雇用調整助成金など、各種支援制度の手続き
を支援するための相談窓口を開設しています。
※ 事前にお電話での予約が必要です。オンラインでの相談も可能ですの
で、希望する場合は予約時にその旨お伝えください。
期間▶令和２年4月9日～12月28日（平日13時～17時）
対象▶市内に所在する事業者
問  那覇商工会議所　☎868-3759（8時30分～17時）※土日・祝日を除く

■家賃支援給付金
売り上げ減少により経営困難となっている事業者の事業継続を下支え
するため、地代・家賃の負担軽減を図る給付金を支給します。
問  家賃支援給付金コールセンター
☎0120-653-930（8時30分～19時）※土・祝日を除く

新型コロナウイルス関連相談窓口

相談・受診の
前の心得

新型コロナウイルス
感染症

相談・検査フロー

コロナかな！？と
思ったら受診方法がわからない

受診すべきかわからない

症状のある人 発熱等の風邪症状、息苦しさ、
 強いだるさがある人
 陽性の人と接触のあった人。
接 触 者 等 接触確認アプリCOCOAで
 通知のあった人など。
 症状の有無は問いません。

コールセンター（24時間対応）
098-866-2129
受診・検査希望あり

（診療所または検査協力医療機関のいずれかを紹介）

診療所 ※診療のみ

入院 診療所等で
診療継続宿泊療養・自宅療養

救急外来へ

検査協力医療機関

検査実施機関

検体採取センター

医師が検査必要と判断

陽性 陰性

緊急性が
高い

※検査結果が出る前に容態が
　悪化した場合は、受診した
　医療機関に相談または救急
　外来を受診してください。

※できるだけ、事前に
　電話をして受診方法を
　確認する。

緊急性の高い症状
【表情・外見】
●顔色が明らかに悪い※

●唇が紫色になっている
●いつもと違う、様子が
 おかしい
【息苦しさ等 】
●息が荒い
 （呼吸数が多くなった）
●急に息苦しくなった
●生活をしていて少し動く
 と息苦しい
●胸の痛みがある
●横になれない
●座らないと息ができない
●肩で息をしている
●ゼーゼーしている
【意識障害など】
●ぼんやりしている※

 （反応が弱い）
●もうろうとしている※

 （返事がない）
●脈がとぶ、脈のリズムが
 乱れる感じがする
※がついているものは、例
えば一緒に生活する人が見
て判断した場合

備
え
よ
う
！

自
分
と
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
始
め
た
４
月
か
ら
約
半
年
が
経
ち
ま
し
た
が

未
だ
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
、
７
月
以
降
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
ど
の
よ
う
に

向
き
合
い
、
乗
り
越
え
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
２
波
と
さ
れ
る
７
月

以
降
の
沖
縄
県
・
那
覇
市
の
感
染
状
況
が
下
記
の

グ
ラ
フ
で
す
。
第
１
波
と
さ
れ
る
4
月
〜
5
月
を

は
る
か
に
上
回
る
感
染
者
が
今
回
の
第
２
波
で
は

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
８
月
８
日
の
県
内
感
染

者
は
１
５
１
人
と
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
感
染
者

数
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
の
82

人
が
市
内
在
住
者
で
し
た
。

年
代
別
の
感
染
者
割
合

市
内
感
染
者
を
年
代
別
に
見
る
と（
左
図
）、

割
合
が
最
も
多
い
の
が
20
〜
30
代
で
、
次
い
で
40

〜
50
代
、
60
〜
70
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
回
は
第
１
波
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
10
歳
未
満

の
感
染
者
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
２
世

代
・
３
世
代
で
の
同
居
が
珍
し
く
な
く
、
家
庭
内

感
染
が
今
回
の
感
染
者
増
加
の
一
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
も
、
風
邪
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
庭
内
で
の
マ
ス

ク
着
用
や
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
な
ど
し
て
感
染
対

策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

第
３
波
へ
の
備
え

有
効
な
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
が
な
い
状
況
下
に
お

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
止
め

る
に
は
私
た
ち
一
人
一
人

の
行
動
が
重
要
で
す
。
外

出
す
る
際
は
人
が
少
な
い

時
間
に
、
食
事
は
な
る
べ
く
持
ち
帰
り
に
す
る
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
際
は
混
ん
で
い
る

時
間
を
避
け
る
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
を
日

常
の
中
に
取
り
入
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。
一
つ
一
つ
の
行

動
が
、
自
分
と
大
切
な
人
た
ち
を
守
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
や
、
親
が
感
染
し

子
ど
も
一
人
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

保
護
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

子
ど
も
の
見
守
り
や
養
育
な
ど
に
つ
い
て
お
困
り

の
際
に
は
子
育
て
支
援
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

療
育
状
況
や
他
に
見
守
り
が
で
き
る
親
族
な
ど

は
い
な
い
か
、
子
ど
も
の
状
態
な
ど
を
聞
い
た
上

で
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
預
か

り
先
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
が
在

宅
療
養
で
外
出
で
き
な
い
際
に
は
、
食
料
や
日
用

品
の
提
供
な
ど
も
行
い
ま
す
。
安
心
し
て
治
療

に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
困
り
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

子
育
て
支
援
室 

☎
８
６
１・５
０
２
６

■ 新型コロナウイルス感染症の状況（７月17日～ 9月12日）

沖縄県緊急事態宣言
（7/31発出） 8/1 ～ 8/15

沖縄県緊急事態宣言
（8/13更新） 8/29まで延長

沖縄県緊急事態宣言
（8/28更新） 9/5まで延長

那覇市の
累計796例

松山の集団検査
陽性15例を含む

松山の集団検査
陽性71例を含む

7/22 Go to キャンペーン
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■市内における新型コロナ年代別感染割合

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90
（人）

22～28
日

9月
29～4
日

5～12
日

15～21
日

8～14
日

8月
1～7
日

25～31
日

7月
18～24
日

■ 10歳未満～10代
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う
つ
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
策
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同
じ
で
、
う
つ
ら

な
い
、
う
つ
さ
な
い
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
、
規
則
正

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
に
か
か

り
に
く
い
体
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
マ
ス
ク
や
手
指
消
毒
を
徹
底
す
る
こ

と
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

今
冬
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
同
時

流
行
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
出
た
際
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
の
か
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
の
か
自
身
で
判
断
す
る

の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
も
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
高
齢
者
は
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い

た
め
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

温
か
い
心
を
持
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る

な
か
、
感
染
者
に
対
す
る
心
無
い
言
葉
を
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
偏
見
や
差
別
か

ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
、
感

染
者
が
名
乗
り
に
く
い
環
境
を
作
り
、
そ
の

結
果
、
感
染
の
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
で
知
ら

ぬ
間
に
ウ
イ
ル
ス
を
蔓
延
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
正
確
に
感
染
状
況
を
把
握
で

き
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
困
難

と
な
り
ま
す
。

と
も
に
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、

ど
う
か
感
染
者
や
そ
の
家
族
、
職
場
な
ど
に
対

し
温
か
い
心
で
接
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

那覇市保健所所長
医師　仲宗根 正

問 

那
覇
市
保
健
所 

☎
８
５
３・７
９
７
１

市民のみなさまへ市民のみなさまへ

「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先　（株）ホープ ☎092-716-1401

42020年（令和２年）10月



○  発熱等の風邪症状が見られるときは、 登校・出勤につい
て学校や会社と調整を行う。

○  基礎疾患（持病）をお持ちの人で症状に変化がある人、新
型コロナウイルス感染症以外の病気が心配な人は、まず
は、かかりつけ医等に電話でご相談ください。

こ
ん
な
時
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？

 
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
―

Ｑ
相
談
者
の
職
場
で
陽
性
者
が
出
た
た
め
濃
厚
接
触
者
と
な

り
自
宅
待
機
中
の
場
合
、
家
庭
内
で
の
感
染
防
止
対
策
は

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
●

部
屋
を
分
け
ま
し
ょ
う

 

● 

感
染
者
の
お
世
話
は
で
き
る
だ
け

限
ら
れ
た
人
で

 

●

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う

 

● 

こ
ま
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
・

換
気
を
し
ま
し
ょ
う

 

●

手
で
触
れ
る
共
有
部
分
を
消
毒
し
ま
し
ょ
う

 

●

汚
れ
た
リ
ネ
ン
、
衣
類
を
洗
濯
し
ま
し
ょ
う

 

●

ゴ
ミ
は
密
閉
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う

Ｑ
発
熱
、
倦
怠
感
の
症
状
が
３
日
間
続
い
て
い
ま
す
。
２
週

間
以
内
の
県
外
渡
航
・
居
住
歴
な
し
、
陽
性
者
お
よ
び
濃

厚
接
触
者
と
の
接
触
な
し
、
職
場
お
よ
び
家
族
に
同
症
状

な
し
の
場
合
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
か
か
り
つ
け
医
に
て
相
談
・
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
医
療
機
関
を
案
内
し
ま
す
。

Ｑ
接
待
を
伴
う
飲
食
店
な
ど
で
の
感
染
予
防
対
策
は
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
● 

マ
ス
ク
を
必
ず
つ
け
る
・
大
声
で

話
さ
な
い
・
少
し
離
れ
て
接
待
を

す
る

 

● 

シ
ャ
ン
パ
ン
コ
ー
ル
禁
止
・
お
客

ご
と
に
接
客
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
き

め
る

 

● 

騒
が
ず
に
静
か
に
飲
む
・
回
し
飲

み
は
し
な
い

Ｑ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
接
触
ア
プ
リ
で
陽
性
者
と
接
触
が
あ
っ
た
場

合
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？

Ａ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
０
９
８
・
８
６
６
・
２
１
２
９
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
接
触
日
の
行
動
歴
お
よ
び
症
状
に
つ
い
て

確
認
を
行
い
、（
検
査
が
必
要
と
判
断
し
た
ら
）
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
た
め
の
受
診
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

※ 
詳
細
に
つ
い
て
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

市民のみなさま
■生活相談窓口
失業や収入減少などにより生活が困窮している人について、家計や仕
事、生活上の困りごとなどの相談・支援を行っています。相談は無料です。
事前予約が必要なため、まずはお電話にてご相談ください。
問  那覇市就職・生活支援パーソナルサポートセンター
☎917-5348（9時～12時／13時～16時）※土日・祝日を除く

■新型コロナ感染症の影響による特別労働相談窓口
新型コロナウイルスの感染拡大により経済活動などへ影響が出ている
ことをふまえ、相談窓口を開設しています。労働に関する問題でお困り
の際はご相談ください。
問  沖縄労働局雇用環境・均等室
☎868-6060（8時30分～17時15分）
※土日・祝日を除く

事業者のみなさま
■経営相談窓口
新型コロナウイルス感染症により影響を受けた市内の事業者を対象
に、経営に関する相談や、雇用調整助成金など、各種支援制度の手続き
を支援するための相談窓口を開設しています。
※ 事前にお電話での予約が必要です。オンラインでの相談も可能ですの
で、希望する場合は予約時にその旨お伝えください。
期間▶令和２年4月9日～12月28日（平日13時～17時）
対象▶市内に所在する事業者
問  那覇商工会議所　☎868-3759（8時30分～17時）※土日・祝日を除く

■家賃支援給付金
売り上げ減少により経営困難となっている事業者の事業継続を下支え
するため、地代・家賃の負担軽減を図る給付金を支給します。
問  家賃支援給付金コールセンター
☎0120-653-930（8時30分～19時）※土・祝日を除く

新型コロナウイルス関連相談窓口

相談・受診の
前の心得

新型コロナウイルス
感染症

相談・検査フロー

コロナかな！？と
思ったら受診方法がわからない

受診すべきかわからない

症状のある人 発熱等の風邪症状、息苦しさ、
 強いだるさがある人
 陽性の人と接触のあった人。
接 触 者 等 接触確認アプリCOCOAで
 通知のあった人など。
 症状の有無は問いません。

コールセンター（24時間対応）
098-866-2129
受診・検査希望あり

（診療所または検査協力医療機関のいずれかを紹介）

診療所 ※診療のみ

入院 診療所等で
診療継続宿泊療養・自宅療養

救急外来へ

検査協力医療機関

検査実施機関

検体採取センター

医師が検査必要と判断

陽性 陰性

緊急性が
高い

※検査結果が出る前に容態が
　悪化した場合は、受診した
　医療機関に相談または救急
　外来を受診してください。

※できるだけ、事前に
　電話をして受診方法を
　確認する。

緊急性の高い症状
【表情・外見】
●顔色が明らかに悪い※

●唇が紫色になっている
●いつもと違う、様子が
 おかしい
【息苦しさ等 】
●息が荒い
 （呼吸数が多くなった）
●急に息苦しくなった
●生活をしていて少し動く
 と息苦しい
●胸の痛みがある
●横になれない
●座らないと息ができない
●肩で息をしている
●ゼーゼーしている
【意識障害など】
●ぼんやりしている※

 （反応が弱い）
●もうろうとしている※

 （返事がない）
●脈がとぶ、脈のリズムが
 乱れる感じがする
※がついているものは、例
えば一緒に生活する人が見
て判断した場合

備
え
よ
う
！

自
分
と
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
始
め
た
４
月
か
ら
約
半
年
が
経
ち
ま
し
た
が

未
だ
収
束
の
兆
し
は
見
え
ず
、
７
月
以
降
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
感
染
者
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
私
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
ど
の
よ
う
に

向
き
合
い
、
乗
り
越
え
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
２
波
と
さ
れ
る
７
月

以
降
の
沖
縄
県
・
那
覇
市
の
感
染
状
況
が
下
記
の

グ
ラ
フ
で
す
。
第
１
波
と
さ
れ
る
4
月
〜
5
月
を

は
る
か
に
上
回
る
感
染
者
が
今
回
の
第
２
波
で
は

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
８
月
８
日
の
県
内
感
染

者
は
１
５
１
人
と
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
感
染
者

数
を
記
録
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
半
数
以
上
の
82

人
が
市
内
在
住
者
で
し
た
。

年
代
別
の
感
染
者
割
合

市
内
感
染
者
を
年
代
別
に
見
る
と（
左
図
）、

割
合
が
最
も
多
い
の
が
20
〜
30
代
で
、
次
い
で
40

〜
50
代
、
60
〜
70
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
回
は
第
１
波
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
10
歳
未
満

の
感
染
者
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
で
は
２
世

代
・
３
世
代
で
の
同
居
が
珍
し
く
な
く
、
家
庭
内

感
染
が
今
回
の
感
染
者
増
加
の
一
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
も
、
風
邪
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、
家
庭
内
で
の
マ
ス

ク
着
用
や
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
な
ど
し
て
感
染
対

策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

第
３
波
へ
の
備
え

有
効
な
治
療
薬
や
ワ
ク

チ
ン
が
な
い
状
況
下
に
お

い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
を
止
め

る
に
は
私
た
ち
一
人
一
人

の
行
動
が
重
要
で
す
。
外

出
す
る
際
は
人
が
少
な
い

時
間
に
、
食
事
は
な
る
べ
く
持
ち
帰
り
に
す
る
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
際
は
混
ん
で
い
る

時
間
を
避
け
る
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
を
日

常
の
中
に
取
り
入
れ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。
一
つ
一
つ
の
行

動
が
、
自
分
と
大
切
な
人
た
ち
を
守
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
世
帯
や
、
親
が
感
染
し

子
ど
も
一
人
に
な
っ
た
場
合
の
対
応

保
護
者
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

子
ど
も
の
見
守
り
や
養
育
な
ど
に
つ
い
て
お
困
り

の
際
に
は
子
育
て
支
援
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

療
育
状
況
や
他
に
見
守
り
が
で
き
る
親
族
な
ど

は
い
な
い
か
、
子
ど
も
の
状
態
な
ど
を
聞
い
た
上

で
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
預
か

り
先
の
調
整
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
が
在

宅
療
養
で
外
出
で
き
な
い
際
に
は
、
食
料
や
日
用

品
の
提
供
な
ど
も
行
い
ま
す
。
安
心
し
て
治
療

に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
を
行
い
ま
す
の

で
、
お
困
り
の
際
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

子
育
て
支
援
室 

☎
８
６
１・５
０
２
６

■ 新型コロナウイルス感染症の状況（７月17日～ 9月12日）

沖縄県緊急事態宣言
（7/31発出） 8/1 ～ 8/15

沖縄県緊急事態宣言
（8/13更新） 8/29まで延長

沖縄県緊急事態宣言
（8/28更新） 9/5まで延長

那覇市の
累計796例

松山の集団検査
陽性15例を含む

松山の集団検査
陽性71例を含む
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■市内における新型コロナ年代別感染割合
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■ 20代～30代
■ 40代～50代
■ 60代～70代
■ 80代～90歳以上

う
つ
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
策
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同
じ
で
、
う
つ
ら

な
い
、
う
つ
さ
な
い
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
、
規
則
正

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
に
か
か

り
に
く
い
体
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
マ
ス
ク
や
手
指
消
毒
を
徹
底
す
る
こ

と
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

今
冬
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
同
時

流
行
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
発
熱
な
ど
の

症
状
が
出
た
際
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
の
か
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
の
か
自
身
で
判
断
す
る

の
は
非
常
に
困
難
で
す
。
こ
の
よ
う
な
混
乱
を

避
け
る
た
め
に
も
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
高
齢
者
は
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い

た
め
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

温
か
い
心
を
持
っ
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
る

な
か
、
感
染
者
に
対
す
る
心
無
い
言
葉
を
耳

に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
偏
見
や
差
別
か

ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
、
感

染
者
が
名
乗
り
に
く
い
環
境
を
作
り
、
そ
の

結
果
、
感
染
の
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
で
知
ら

ぬ
間
に
ウ
イ
ル
ス
を
蔓
延
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
正
確
に
感
染
状
況
を
把
握
で

き
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
困
難

と
な
り
ま
す
。

と
も
に
こ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
も
、

ど
う
か
感
染
者
や
そ
の
家
族
、
職
場
な
ど
に
対

し
温
か
い
心
で
接
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

那覇市保健所所長
医師　仲宗根 正

問 

那
覇
市
保
健
所 

☎
８
５
３・７
９
７
１

市民のみなさまへ市民のみなさまへ

5 2020年（令和２年）10月



interview

と
も
か
ぜ
振
興
会
館
オ
ー
プ
ン

８
月
29
日（
土
）、
那
覇
市
金
城
地
域
に「
と
も

か
ぜ
振
興
会
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
会
館
は
、
平
成
14
年
に
策
定
さ
れ
た
沖
縄

振
興
計
画
に
お
い
て
、
戦
後
処
理
問
題
の
一
つ
と

さ
れ
た「
旧
軍
飛
行
場
用
地
問
題
」
の
解
決
を
図

る
た
め
、
特
定
地
域
特
別
振
興
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
18
年
か
ら
19
年
に
か
け
て
、
旧
日
本
軍
に

よ
り
那
覇
飛
行
場
の
用
地
と
し
て
接
収
さ
れ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分
散
さ
れ
た
旧
大
嶺
集
落
の

歴
史
や
伝
統
、
文
化
な
ど
を
次
世

代
へ
継
承
し
、
平
和
へ
の
想
い
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

施
設
整
備
の
基
本
方
針
と
し

て
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
」、

「
地
域
の
催
し
が
開
催
で
き
る
地

域
活
動
の
場
」、「
地
域
の
伝
統
・

文
化
を
学
ぶ
学
習
の
場
」、「
健
康

増
進
に
寄
与
し
、
健
康
な
生
活
を

育
む
場
」
と
な
る
こ
と
な
ど
を
掲

げ
て
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

会
館
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会

議
室
、
研
修
室
な
ど
を
備
え
て
お

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

や
文
化
芸
術
活
動
の
場
と
し
て
個

人
や
団
体
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、

乳
幼
児
健
診
の
会
場
と
し
て
も
使

用
さ
れ
ま
す
。
地
域
住
民
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
16
年
に
生
ま
れ
、
２
歳
ま
で
家
族

と
大
嶺
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
沖
縄
戦
が
始
ま

る
前
の
昭
和
18
年
、
あ
る
日
い
き
な
り
、
住
ん

で
い
る
場
所
か
ら
の
立
ち
退
き
を
命
じ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
住
民
は
急
い
で
荷
物
を
ま
と
め
て

大
嶺
海
岸（
イ
ノ
ー
）
を
渡
っ
た
と
聞
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
父
は
大
嶺
の
海
で
漁

を
生
業
と
す
る
漁ウ

ミ
ン
チ
ュ

業
者
で
し
た
。

私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
場
所
は
日
本
軍
の
飛

行
場
と
な
り
、
沖
縄
本
土
復
帰
の
際
に
も
本
土

並
み
に
地
主
に
返
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま

ま
国
有
地
と
な
っ
て
今
の
那
覇
空
港
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
歴
史
を
背
景
に
戦
後
補
償
の
交

渉
を
続
け
た
結
果
、
個
人
補
償
で
は
な
く
特
定

地
域
特
別
振
興
事
業
で
那
覇
市
保
健
セ
ン
タ
ー

と
複
合
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
と
も
か
ぜ
」
と
は
う
ち
な
ー
ぐ
ち
で「
と
ぅ

む
か
じ
」。「
追
い
風
」
と
い
う
意
味
で
す
。
先

人
の
苦
し
か
っ
た
思
い
が
私
た
ち
の
背
中
を
押

し
て
く
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

こ
の
会
館
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
交
流
す
る
人
と
人
と

を
つ
な
ぐ
場
所
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
や
伝
統
芸
能
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
地
元
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
も
使
っ
て
も
ら

い
、
文
化
の
発
信
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
文
化
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
が
平
和
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
も
か
ぜ
振
興
会
館
は
、
こ
の
金
城
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
集
大
成
で
す
。
オ
ー
プ
ン
を
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
更
に
盛

り
上
げ
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
を

目
指
し
ま
す
。

施
設
概
要

●
多
目
的
ホ
ー
ル

● 

伝
統
芸
能
指
導
ス
ペ
ー
ス

●
会
議
室
（
５
室
）

●
相
談
室

●
企
画
展
示
室

●
ふ
れ
あ
い
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
研
修
室
（
３
室
）

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

331

221

小禄市営住宅

那覇西高校

トヨタ
レンタカー

金城
中学校

那覇市
ともかぜ
振興会館

小禄金城公園

イオン
那覇店

ゆいレール
小禄駅

ファミリーマート

沖縄産業
支援センター

豊
見
城
↓

↑
泉
崎

↑
与
儀

開館時間 午前9時～午後10時
休 館 日 火曜日、年末年始（12月28日～1月3日）

←空港

企画展示室

トレーニングルーム

多目的ホール

研修室

会議室

トレーニングルーム

ふれあい情報コーナー

伝統芸能指導スペース

12～18名程度の会議に。
3室合わせての利用も可能です。
※写真は3室合わせています

※利用開始日未定※利用開始日未定

エイサーや地バーリーなど
伝統芸能の練習室として利
用できます。

読書スペースやちょっとした
休憩などで利用できます。

４名程度の小規模の会議
に利用できます。

最大収容人数340人。
演奏会や発表会などで
利用できます。

ともかぜ振興会
金城 栄一 会長

問 

と
も
か
ぜ
振
興
会
館 

☎
８
５
７・７
１
１
０

10月1日
一般利用
スタート

お
知
ら
せ 

市
長
へ
の
手
紙（
市
政
へ
の
要
望
・
提
案
）

10
月
は「
市
長
へ
手
紙
を
出
す
月
間
」
で
す
。
市

政
へ
の
ご
要
望・ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期  

10
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

申  

①
郵
送：手
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、表
に「
市
長
へ
の
手
紙
」

と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
あ
て
先
】〒
９
０
０

-

８
５
８
５「
那
覇
市
泉

崎
１
丁
目
１
番
１
号　

那
覇
市
市
民
生
活
安

全
課
宛
て　
那
覇
市
長　
城
間 

幹
子
」

　

 

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
窓
口
」
の
相
談
タ
イ
ト
ル
欄

に
て
、
タ
イ
ト
ル
の
次
に「
市
長
へ
の
手
紙
」と
追

記
し
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
し
、送
信
。

※
４
０
０
字
以
内
を
目
安
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
、
文
書（
郵
送
）で
回
答
し
ま
す
。

※ 

市
政
に
関
し
な
い
内
容
等
は
受
付
を
行
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問  

市
民
生
活
安
全
課
☎
８
６
２
・
９
９
５
５

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

10
月
か
ら
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
始
ま
り
ま
す
。
接
種
対
象
者
に
は
９
月
末
に
お

知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
市
民
は
市
か
ら
届
い
た
お
知
ら
せ
を
実
施
医
療

機
関
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対  

①
65
歳
以
上
の
人　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
内
部
疾
患
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

の
人
お
よ
び
同
程
度
の
診
断
を
受
け
て
い
る
人

期  

10
月
１
日
〜
令
和
３
年
１
月
31
日

費  

千
円（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

成
人
男
性
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た

世
代
の
男
性
を
対
象
に
、令
和
４
年
３
月
末
ま
で
、

風
し
ん
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
公
費
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
と
周
り
の
人
を
守
る

た
め
に
、
抵
抗
力
を
確
認
・
獲
得
し
ま
し
ょ
う
。

対  

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性

場  

受
託
医
療
機
関（「
那
覇
市　

成
人
男
性　

風

し
ん
」
で
検
索
）。
ま
た
は
職
場
健
診
な
ど
で

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費  

無
料（
要
ク
ー
ポ
ン
券
）
※
ク
ー
ポ
ン
券
が
お

手
元
に
な
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

Ｍ
Ｒ
２
期
予
防
接
種

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
２
回
目
）

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
麻
し
ん（
は
し
か
）
と
風
し
ん

（
三
日
ば
し
か
）
の
両
方
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

ワ
ク
チ
ン
で
す
。十
分
な
抗
体
を
得
る
た
め
に
は
、

２
回
の
接
種
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

第
２
期
の
接
種
が
お
済
み
で
な
い
お
子
さ
ん
に
、

７
月
下
旬
に
接
種
勧
奨
の
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
接
種
を
完
了
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対  

令
和
３
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん（
現
在
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
）

期  

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で　
費  

無
料

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
予
防
接

種
を
見
合
わ
せ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
予
防
接

種
の
時
期
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

乳
幼
児
の
接
種
が
遅
れ
る
と
免
疫
が
つ
く
の
が
遅

れ
、
重
い
感
染
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
予
防
接
種
は
不
要
不
急
の
外
出
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
指
定
さ
れ
た
時
期
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
開
始

10
月
１
日
か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

対  

令
和
２
年
８
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

※ 

詳
し
く
は
９
月
末
頃
に
送
付
す
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

令
和
２
年
度
集
団
健
診
の
中
止
に
つ
い
て

８
月
以
降
の
集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
当
面
休
止

し
ま
す
。再
開
す
る
際
は
、本
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
集
団
健
診
以
外
で

特
定
健
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
近
く
の
医

療
機
関
で
の
受
診
が
可
能
で
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問  

特
定
健
診
課
☎
８
６
２
・
０
５
６
４

風
し
ん
無
料
抗
体
検
査

（
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
な
ど
）

日  

令
和
３
年
２
月
28
日（
日
）ま
で 

※
要
予
約

場  

県
内
実
施
医
療
機
関（
リ
ス
ト
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

対  

市
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

② 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
や
同
居
者
な
ど

③ 

風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶
者
や

同
居
者
な
ど

※ 

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性（
ク
ー
ポ
ン
券
対

象
者
）
ま
た
は
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
結
果
、
十
分
な
抗
体
が
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。

問  

保
健
所 

保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
７
１

早
め
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対  

国
保
・
後
期
高
齢
者
・
協
会
け
ん
ぽ
被
扶
養

者
な
ど
、
職
場
の
医
療
保
険
な
ど
で
の
検
診

の
補
助
が
な
い
人
。

国
保
加
入
者
▼
国
保
証
１
枚
で
受
診
可
能
。

国
保
加
入
者
以
外
▼
受
診
券
が
必
要
。
お
手
元
に

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
期
限
▼
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

問
保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

INFORMATION

講座・催し物などで特に記載のないも
のは誰でも参加可（申込み不要）です。

日 内 費 期 対 申 場 定 問日時日 内 費 期 対 申 場 定 問内容日 内 費 期 対 申 場 定 問費用

日 内 費 期 対 申 場 定 問期間日 内 費 期 対 申 場 定 問対象日 内 費 期 対 申 場 定 問申込み

日 内 費 期 対 申 場 定 問場所日 内 費 期 対 申 場 定 問定員日 内 費 期 対 申 場 定 問 問  い合わせ

検診名
（対象となる年齢） 検査項目 自己負担額

胃がん（40歳以上） バリウム 1,500円

大腸がん（40歳以上） 便潜血（2日） 無料

肺がん（40歳以上） 胸部X線撮影 400円

子宮がん
（20歳以上の偶数年齢） 頸部 1,000円

乳がん
（40歳以上の偶数年齢）

マンモグラフィ 900円

エコー 600円

ご 案 内

乳幼児健診の会場が
変わります!!

那覇市ともかぜ振興会館　那覇市金城３-５-３

● 対象のお子さんには通知またはハガキをお送りします。
● 最新の情報や詳しい内容は市ホームページをご確認ください。

問 那覇市保健所 地域保健課　☎ (098)853-7962

令和２年
９月から

※駐車台数に限りがあるため、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

小
禄
市
営
住
宅

カラオケ
Wa!那覇西

高校

金城 
中学校

乳幼児健診
会場

那覇市ともかぜ
振興会館

奥武山運動公園

公園

イオン
那覇店

バス停②
小禄駅前

バス停①
那覇西高校前

ガソリン
スタンド

メガネ
１番

山下
交差点

ファミリー
マート産

業
支
援
セ
ン
タ
ー

奥
武
山
駅

ゆ
い
レ
ー
ル

小
禄
駅

国
道
331
号
線

糸
満
市
↓

※年齢は、2021年3月31日時点の年齢です。
※ 表に記載の自己負担額は個別健診における金額です。

62020年（令和２年）10月



interview

と
も
か
ぜ
振
興
会
館
オ
ー
プ
ン

８
月
29
日（
土
）、
那
覇
市
金
城
地
域
に「
と
も

か
ぜ
振
興
会
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
会
館
は
、
平
成
14
年
に
策
定
さ
れ
た
沖
縄

振
興
計
画
に
お
い
て
、
戦
後
処
理
問
題
の
一
つ
と

さ
れ
た「
旧
軍
飛
行
場
用
地
問
題
」
の
解
決
を
図

る
た
め
、
特
定
地
域
特
別
振
興
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
18
年
か
ら
19
年
に
か
け
て
、
旧
日
本
軍
に

よ
り
那
覇
飛
行
場
の
用
地
と
し
て
接
収
さ
れ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分
散
さ
れ
た
旧
大
嶺
集
落
の

歴
史
や
伝
統
、
文
化
な
ど
を
次
世

代
へ
継
承
し
、
平
和
へ
の
想
い
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

施
設
整
備
の
基
本
方
針
と
し

て
、「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
」、

「
地
域
の
催
し
が
開
催
で
き
る
地

域
活
動
の
場
」、「
地
域
の
伝
統
・

文
化
を
学
ぶ
学
習
の
場
」、「
健
康

増
進
に
寄
与
し
、
健
康
な
生
活
を

育
む
場
」
と
な
る
こ
と
な
ど
を
掲

げ
て
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

会
館
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会

議
室
、
研
修
室
な
ど
を
備
え
て
お

り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

や
文
化
芸
術
活
動
の
場
と
し
て
個

人
や
団
体
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、

乳
幼
児
健
診
の
会
場
と
し
て
も
使

用
さ
れ
ま
す
。
地
域
住
民
は
も
ち

ろ
ん
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

私
は
昭
和
16
年
に
生
ま
れ
、
２
歳
ま
で
家
族

と
大
嶺
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
沖
縄
戦
が
始
ま

る
前
の
昭
和
18
年
、
あ
る
日
い
き
な
り
、
住
ん

で
い
る
場
所
か
ら
の
立
ち
退
き
を
命
じ
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
住
民
は
急
い
で
荷
物
を
ま
と
め
て

大
嶺
海
岸（
イ
ノ
ー
）
を
渡
っ
た
と
聞
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
父
は
大
嶺
の
海
で
漁

を
生
業
と
す
る
漁ウ

ミ
ン
チ
ュ

業
者
で
し
た
。

私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
場
所
は
日
本
軍
の
飛

行
場
と
な
り
、
沖
縄
本
土
復
帰
の
際
に
も
本
土

並
み
に
地
主
に
返
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま

ま
国
有
地
と
な
っ
て
今
の
那
覇
空
港
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
歴
史
を
背
景
に
戦
後
補
償
の
交

渉
を
続
け
た
結
果
、
個
人
補
償
で
は
な
く
特
定

地
域
特
別
振
興
事
業
で
那
覇
市
保
健
セ
ン
タ
ー

と
複
合
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
と
も
か
ぜ
」
と
は
う
ち
な
ー
ぐ
ち
で「
と
ぅ

む
か
じ
」。「
追
い
風
」
と
い
う
意
味
で
す
。
先

人
の
苦
し
か
っ
た
思
い
が
私
た
ち
の
背
中
を
押

し
て
く
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

こ
の
会
館
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

多
く
の
人
が
集
ま
り
、
交
流
す
る
人
と
人
と

を
つ
な
ぐ
場
所
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
や
伝
統
芸
能
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、

ぜ
ひ
地
元
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
も
使
っ
て
も
ら

い
、
文
化
の
発
信
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
文
化
を
絶
や
さ
な
い
こ
と
が
平
和
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
も
か
ぜ
振
興
会
館
は
、
こ
の
金
城
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
の
集
大
成
で
す
。
オ
ー
プ
ン
を
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
更
に
盛

り
上
げ
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
を

目
指
し
ま
す
。

施
設
概
要

●
多
目
的
ホ
ー
ル

● 

伝
統
芸
能
指
導
ス
ペ
ー
ス

●
会
議
室
（
５
室
）

●
相
談
室

●
企
画
展
示
室

●
ふ
れ
あ
い
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
研
修
室
（
３
室
）

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

331

221

小禄市営住宅

那覇西高校

トヨタ
レンタカー

金城
中学校

那覇市
ともかぜ
振興会館

小禄金城公園

イオン
那覇店

ゆいレール
小禄駅

ファミリーマート

沖縄産業
支援センター

豊
見
城
↓

↑
泉
崎

↑
与
儀

開館時間 午前9時～午後10時
休 館 日 火曜日、年末年始（12月28日～1月3日）

←空港

企画展示室

トレーニングルーム

多目的ホール

研修室

会議室

トレーニングルーム

ふれあい情報コーナー

伝統芸能指導スペース

12～18名程度の会議に。
3室合わせての利用も可能です。
※写真は3室合わせています

※利用開始日未定※利用開始日未定

エイサーや地バーリーなど
伝統芸能の練習室として利
用できます。

読書スペースやちょっとした
休憩などで利用できます。

４名程度の小規模の会議
に利用できます。

最大収容人数340人。
演奏会や発表会などで
利用できます。

ともかぜ振興会
金城 栄一 会長

問 

と
も
か
ぜ
振
興
会
館 

☎
８
５
７・７
１
１
０

10月1日
一般利用
スタート

お
知
ら
せ 

市
長
へ
の
手
紙（
市
政
へ
の
要
望
・
提
案
）

10
月
は「
市
長
へ
手
紙
を
出
す
月
間
」
で
す
。
市

政
へ
の
ご
要
望・ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期  

10
月
１
日（
木
）〜
31
日（
土
）

申  

①
郵
送：手
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、表
に「
市
長
へ
の
手
紙
」

と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
あ
て
先
】〒
９
０
０

-

８
５
８
５「
那
覇
市
泉

崎
１
丁
目
１
番
１
号　

那
覇
市
市
民
生
活
安

全
課
宛
て　
那
覇
市
長　
城
間 

幹
子
」

　

 

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
：
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談
窓
口
」
の
相
談
タ
イ
ト
ル
欄

に
て
、
タ
イ
ト
ル
の
次
に「
市
長
へ
の
手
紙
」と
追

記
し
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
明
記
し
、送
信
。

※
４
０
０
字
以
内
を
目
安
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
、
文
書（
郵
送
）で
回
答
し
ま
す
。

※ 

市
政
に
関
し
な
い
内
容
等
は
受
付
を
行
わ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問  

市
民
生
活
安
全
課
☎
８
６
２
・
９
９
５
５

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

10
月
か
ら
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
始
ま
り
ま
す
。
接
種
対
象
者
に
は
９
月
末
に
お

知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
す

る
市
民
は
市
か
ら
届
い
た
お
知
ら
せ
を
実
施
医
療

機
関
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対  

①
65
歳
以
上
の
人　

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
内
部
疾
患
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

の
人
お
よ
び
同
程
度
の
診
断
を
受
け
て
い
る
人

期  

10
月
１
日
〜
令
和
３
年
１
月
31
日

費  

千
円（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

成
人
男
性
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た

世
代
の
男
性
を
対
象
に
、令
和
４
年
３
月
末
ま
で
、

風
し
ん
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
公
費
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
自
分
自
身
と
周
り
の
人
を
守
る

た
め
に
、
抵
抗
力
を
確
認
・
獲
得
し
ま
し
ょ
う
。

対  

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
男
性

場  

受
託
医
療
機
関（「
那
覇
市　

成
人
男
性　

風

し
ん
」
で
検
索
）。
ま
た
は
職
場
健
診
な
ど
で

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

費  

無
料（
要
ク
ー
ポ
ン
券
）
※
ク
ー
ポ
ン
券
が
お

手
元
に
な
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

Ｍ
Ｒ
２
期
予
防
接
種

（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
２
回
目
）

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
麻
し
ん（
は
し
か
）
と
風
し
ん

（
三
日
ば
し
か
）
の
両
方
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

ワ
ク
チ
ン
で
す
。十
分
な
抗
体
を
得
る
た
め
に
は
、

２
回
の
接
種
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

第
２
期
の
接
種
が
お
済
み
で
な
い
お
子
さ
ん
に
、

７
月
下
旬
に
接
種
勧
奨
の
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
早
め
に
接
種
を
完
了
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

対  

令
和
３
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん（
現
在
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の
年
長
さ
ん
）

期  

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で　
費  

無
料

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
予
防
接

種
を
見
合
わ
せ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
予
防
接

種
の
時
期
は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

乳
幼
児
の
接
種
が
遅
れ
る
と
免
疫
が
つ
く
の
が
遅

れ
、
重
い
感
染
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
予
防
接
種
は
不
要
不
急
の
外
出
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
指
定
さ
れ
た
時
期
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
開
始

10
月
１
日
か
ら
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

対  

令
和
２
年
８
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

※ 

詳
し
く
は
９
月
末
頃
に
送
付
す
る
お
知
ら
せ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問  

保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

令
和
２
年
度
集
団
健
診
の
中
止
に
つ
い
て

８
月
以
降
の
集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
当
面
休
止

し
ま
す
。再
開
す
る
際
は
、本
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
集
団
健
診
以
外
で

特
定
健
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
近
く
の
医

療
機
関
で
の
受
診
が
可
能
で
す
の
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問  

特
定
健
診
課
☎
８
６
２
・
０
５
６
４

風
し
ん
無
料
抗
体
検
査

（
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
な
ど
）

日  

令
和
３
年
２
月
28
日（
日
）ま
で 

※
要
予
約

場  

県
内
実
施
医
療
機
関（
リ
ス
ト
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

対  

市
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

② 

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配
偶
者
や
同
居
者
な
ど

③ 

風
し
ん
の
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
配
偶
者
や

同
居
者
な
ど

※ 

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性（
ク
ー
ポ
ン
券
対

象
者
）
ま
た
は
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
受

け
た
結
果
、
十
分
な
抗
体
が
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
人
は
除
き
ま
す
。

問  

保
健
所 

保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
７
１

早
め
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

対  

国
保
・
後
期
高
齢
者
・
協
会
け
ん
ぽ
被
扶
養

者
な
ど
、
職
場
の
医
療
保
険
な
ど
で
の
検
診

の
補
助
が
な
い
人
。

国
保
加
入
者
▼
国
保
証
１
枚
で
受
診
可
能
。

国
保
加
入
者
以
外
▼
受
診
券
が
必
要
。
お
手
元
に

な
い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
施
期
限
▼
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

問
保
健
所 

健
康
増
進
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
１

INFORMATION

講座・催し物などで特に記載のないも
のは誰でも参加可（申込み不要）です。

日 内 費 期 対 申 場 定 問日時日 内 費 期 対 申 場 定 問内容日 内 費 期 対 申 場 定 問費用

日 内 費 期 対 申 場 定 問期間日 内 費 期 対 申 場 定 問対象日 内 費 期 対 申 場 定 問申込み

日 内 費 期 対 申 場 定 問場所日 内 費 期 対 申 場 定 問定員日 内 費 期 対 申 場 定 問 問  い合わせ

検診名
（対象となる年齢） 検査項目 自己負担額

胃がん（40歳以上） バリウム 1,500円

大腸がん（40歳以上） 便潜血（2日） 無料

肺がん（40歳以上） 胸部X線撮影 400円

子宮がん
（20歳以上の偶数年齢） 頸部 1,000円

乳がん
（40歳以上の偶数年齢）

マンモグラフィ 900円

エコー 600円

ご 案 内

乳幼児健診の会場が
変わります!!

那覇市ともかぜ振興会館　那覇市金城３-５-３

● 対象のお子さんには通知またはハガキをお送りします。
● 最新の情報や詳しい内容は市ホームページをご確認ください。

問 那覇市保健所 地域保健課　☎ (098)853-7962

令和２年
９月から

※駐車台数に限りがあるため、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

小
禄
市
営
住
宅

カラオケ
Wa!那覇西

高校

金城 
中学校

乳幼児健診
会場

那覇市ともかぜ
振興会館

奥武山運動公園

公園

イオン
那覇店

バス停②
小禄駅前

バス停①
那覇西高校前

ガソリン
スタンド

メガネ
１番

山下
交差点

ファミリー
マート産

業
支
援
セ
ン
タ
ー

奥
武
山
駅

ゆ
い
レ
ー
ル

小
禄
駅

国
道
331
号
線

糸
満
市
↓

※年齢は、2021年3月31日時点の年齢です。
※ 表に記載の自己負担額は個別健診における金額です。

「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先　（株）ホープ ☎092-716-1401

7 2020年（令和２年）10月



事
業
所
や
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を

所
有
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
安
定
器
は
、
令
和
３
年
３
月
ま
で
に

廃
棄
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
処
理
手
続

き
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
対
象
建
物
の
所
有

者
・
管
理
者
は
、
照
明
器
具
な
ど
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有

安
定
器
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
、
速
や
か
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
使
用
が
判
明
し
た
場
合
は
廃
棄

物
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
般
家
庭
用
の
蛍
光
灯
は
対
象
外
で
す
。

対
象
建
物
▼
昭
和
52
年
３
月
ま
で
に
建
築
・
改
修

さ
れ
た
建
物（
工
場
や
ビ
ル
・
共
同
住
宅
な
ど
）

処
分
期
限
▼
令
和
３
年
３
月
31
日（
期
限
を
過
ぎ

る
と
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。）

問  

廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

那
覇
市
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
に
つ
い
て（
追
加
申
請
）

令
和
３
年
度
に
お
け
る
当
市
の
物
品
購
入（
一
部

リ
ー
ス
、
印
刷
物
な
ど
を
含
む
）
に
係
る
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受
付

※
登
録
の
有
効
期
間
は
令
和
３
年
度
の
み

配
布
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

配
布
期
間
▼
11
月
２
日（
月
）〜
30
日（
月
）

受
付
期
間
▼
11
月
16
日（
月
）〜
30
日（
月
）

※ 「
郵
送
」で
の
提
出（
11
月
30
日
消
印
有
効
） 

　

【
送
付
先
】
〒
９
０
０

-

８
５
８
５ 

沖
縄
県
那

覇
市
泉
崎
1
丁
目
1
番
1
号　

那
覇
市 

総
務

部 

法
制
契
約
課 

物
品
契
約
グ
ル
ー
プ
宛

問  

法
制
契
約
課
☎
０
９
８
・
９
５
１
・
３
２
５
３

令
和
２
年
度
那
覇
市
職
員

（
就
職
氷
河
期
世
代
）
採
用
候
補
者
試
験

応
募
要
件
▼
昭
和
41
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

受
付
期
間
▼
10
月
５
日（
月
）〜
19
日（
月
）

第
１
次
試
験
日
▼
11
月
15
日（
日
）

試
験
案
内
配
布
▼
10
月
５
日
〜 

市
役
所
１
階（
総
合
案
内
）
５
階（
人
事
課
）、

首
里
・
真
和
志
支
所

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。詳
し
く
は「
那

覇
市　
職
員
採
用
」で
検
索

問
人
事
課
☎
８
６
１
・
７
４
９
９

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
で

自
治
会
の
備
品
・
設
備
を
助
成

市
は
、「
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
令
和
２
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し

て
２
５
０
万
円
の
助
成
を
受
け
、
活
動
に
必
要
な

備
品
な
ど
を「
那
覇
市
自
治
会
長
会
連
合
会（
他

９
自
治
会
）」へ
助
成
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

問  

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課 

☎
８
６
１
・
３
８
４
６

ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド 

特
別
番
組（
Ｆ
Ｍ
沖
縄
）

「
人
生
会
議
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

日  

10
月
７
日（
水
）11
時
半
〜
13
時
55
分

内  

人
生
会
議（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
）
と
は
？
も
し
も
の
時
の
た
め
に
ご
自
身

が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
身
近

な
人
と
話
し
合
い
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
人
生

会
議
に
つ
い
て
ラ
ジ
オ
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

問  

ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
課
☎
８
６
２
・
９
０
１
０

台
風
第
９
号
の
被
災
事
業
者
に
対
す
る
中
小
企

業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
適
用
に
つ
い
て

沖
縄
県
に
お
い
て
、
令
和
２
年
台
風
第
９
号
を
県

融
資
制
度「
中
小
企
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
」

の
対
象
災
害
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
被
災
に
よ
り
売
上
減
少
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
市
内
中
小
企
業
者
へ
融
資
対
象
認
定
書

の
発
行
を
行
い
ま
す
。詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
農
水
課
☎
９
５
１・３
２
１
２

募
集 

不
発
弾
等
探
査
要
望
箇
所
の
募
集

沖
縄
県
で
は
、
民
間
地（
畑
や
原
野
な
ど
）
を
対

象
に
磁
気
探
査
を
希
望
す
る
箇
所
な
ど
の
調
査
を

行
い
、
不
発
弾
な
ど
の
早
期
処
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
不
発
弾
な
ど
の
探
査
・
発
掘
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
防
災
危
機
管
理
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

期  

11
月
６
日（
金
）ま
で

費  

原
則
無
料

問  

防
災
危
機
管
理
課
☎
８
６
１
・
１
１
０
２

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
中（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
雇
用
対
策
職
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
働
く
場

を
失
っ
た
人
な
ど
を
対
象
に
、
会
計
年
度
任
用
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
受
付
期
間
▼
定
員
に
達
し
次
第
終
了

業
務
内
容
▼
一
般
事
務
補
助（
電
話
・
窓
口
対
応
、

パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
、
資
料
整
理
な
ど
）

任
用
期
間
▼
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
で
原

則
６
か
月
以
内（
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

報
酬
▼
報
酬
の
例 

１
日
４
時
間
、
週
５
日　
日
額
３
千
８
５
６
円
〜

１
日
６
時
間
、
週
５
日　
日
額
５
千
７
８
４
円
〜

１
日
７
時
間
、
週
５
日　
日
額
６
千
７
４
８
円
〜

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問  

人
事
課
☎
８
６
１
・
７
４
９
９

令
和
２
年
度
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

支
給
対
象
者
追
加
募
集

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
が
、
看
護
師
な
ど
就
職
に

有
利
な
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機
関
に
お
い
て

１
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
す
る
場
合

に
、
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
予
算
の
範
囲

内
で
給
付
し
ま
す
。

申  

10
月
30
日（
金
）ま
で

※ 

詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
給
付
は
審
査
後
に
決
定
し
ま
す
。

ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問  

子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

「
会
え
る
、
見
つ
か
る
、
良
く
わ
か
る
」

適
職
発
見
フ
ェ
ア（
就
職
説
明
・
面
接
会
）

日  

10
月
29
日（
木
）13
時
15
分
〜
17
時（
事
前
予
約
制
）

内  

資
格
や
経
験
が
な
く
て
も
応
募
が
で
き
る
求

人
企
業
が
集
ま
る
就
職
説
明
・
面
接
会

場  

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

対  

す
べ
て
の
求
職
者（
一
般
求
職
者

令
和
３
年
３
月
卒
予
定
学
生
）

問  

適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局 

（（
株
）求
人
お
き
な
わ
）
☎
８
６
０
・
８
９
０
０

催
し
物 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
那
覇
Ｂ
地
区
）

日  

10
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）14
時
〜
16
時

場  

天
久
小
学
校

対  

運
動
に
制
限
が
な
い
人
。
未
就
学
の
お
子
様
は

保
護
者
同
伴
。
風
邪
の
症
状
が
あ
る
人
、
過
去

14
日
以
内
に
発
熱
や
感
冒
症
状
で
受
診
や
服
薬

を
し
て
い
る
人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

内  

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
ピ
ロ
ポ
ロ
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
ダ
ー
な
ど

費  

１
回
１
人
１
０
０
円（
保
険
料
と
し
て
）

持
ち
物
▼
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
汗
ふ
き
タ

オ
ル
・
マ
ス
ク

申  

当
日
、
直
接
会
場
で
申
込

※ 

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

最
新
の
開
催
情
報
に
つ
い
て
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問  

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
４

地
域
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
真
和
志
Ｂ
地
区
）

日  

10
月
３
日（
土
）、
10
日（
土
）、
17
日（
土
）、

24
日（
土
）、
31
日（
土
）15
時
〜
17
時

場  

仲
井
真
小
学
校
体
育
館 

対  

運
動
に
制
限
が
な
い
人
。
未
就
学
の
お
子
様
は

保
護
者
同
伴
。
風
邪
の
症
状
が
あ
る
人
、
過
去

14
日
以
内
に
発
熱
や
感
冒
症
状
で
受
診
や
服
薬

を
し
て
い
る
人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

内  

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
ワ
ナ
ゲ
、
チ
ー
ム
テ
ン

カ
ボ
ー
ル
な
ど

費  

１
回
１
人
１
０
０
円（
保
険
料
と
し
て
）

持
ち
物
▼
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
汗
ふ
き
タ

オ
ル
・
マ
ス
ク

定  

30
人
。
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

最
新
の
開
催
情
報
に
つ
い
て
は
市
民

ス
ポ
ー
ツ
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問  

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
４

第
38
回
那
覇
市
障
が
い
者
運
動
会
の
中
止

今
年
度
の
那
覇
市
障
が
い
者
運
動
会
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
開
催
を
中
止
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問 

障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

エ
イ
ズ（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
な
ど
の
検
査
休
止
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
等
の
検
査
を
休
止
し
て
い
ま
す
。
検
査
の
再

開
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
希
望
の
人
は
、
有
料
で
次

の
医
療
機
関
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
な
し
ろ
ハ
ル
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
８
７
７・７
７
７
７

◆
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
も
ろ
ま
ち
☎
８
６
８・２
１
０
５

◆ 

ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
☎
９
４
６
・
２
８
３
３

◆ 

中
部
徳
洲
会
病
院
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル
ス
外
来

☎
９
２
３
・
１
０
９
２

◆ 

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
一
内
科
医
局

☎
８
９
５
・
１
１
４
４　

※
相
談
の
み
対
応

問 

保
健
所 

保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
７
１

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
！

10
月
は「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」
で
す
。

私
た
ち
も
、
臓
器
移
植
を
受
け
る
立
場
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
臓
器
移
植
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
臓
器
提
供
を

希
望
す
る
人
・
し
な
い
人
・
ど
ち
ら
の
場
合
で

あ
っ
て
も
意
思
表
示
は
、
健
康
保
険
証
、
運
転
免

許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
臓
器
提
供
意
思

表
示
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臓
器
移
植
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
は「
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
所 

保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
４

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
制
度

特
別
障
害
者
手
当
▼
心
身
に
政
令
で
定
め
る
程
度

の
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
、
ま
た
は
病
院
に
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

障
害
児
福
祉
手
当
▼
心
身
に
政
令
で
定
め
る
程
度

の
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満

の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
※
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

両
手
当
と
も
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
日
常
生
活
用
具
の

給
付
事
業
の
ご
案
内

那
覇
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
在
宅
の
小
児
慢

性
特
定
疾
病
児
童（
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
児
童
）

に
対
し
、
疾
病
の
内
容
お
よ
び
程
度
に
応
じ
、
ネ

ブ
ラ
イ
ザ
ー（
吸
入
器
）、
電
気
式
た
ん
吸
引
器

な
ど
の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
し
ま
す
。

※ 

用
具
の
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
購
入
後

に
申
請
し
て
も
、
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

令
和
２
年
度 

就
学
援
助
の
申
請（
追
加
申
請
）

経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
や
修
学
旅
行
費
な
ど
の

支
払
い
が
困
難
な
人
に
、
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。
ま
た
、
援
助
の
対
象
と
な
る
小
学
６
年
生

の
保
護
者
に
は
、
中
学
校
入
学
前
に
新
入
学
学
用

品
費
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対  

市
在
住
で
国
公
立
の
小
中
学
校
へ
通
学
し
て

い
る
児
童
生
徒
、
ま
た
は
区
域
外
就
学
で
那

覇
市
立
の
小
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
で
、
現
在
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

が
援
助
を
必
要
と
す
る
経
済
状
況
に
あ
る
人
。

※ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、修
学
旅
行
費
、

医
療
費
の
一
部
の
み
対
象
。

申  

12
月
28
日（
月
）
ま
で（
生
活
保
護
受
給
者
は

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）ま
で
）

※ 

申
請
月
か
ら
の
援
助
と
な
る
た
め
、
修
学
旅
行

が
あ
る
学
年
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
は
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問  

在
学
し
て
い
る
学
校
の
事
務
室
ま
た
は
学
務
課

☎
９
１
７
・
３
５
０
５

ひ
と
り
親
家
庭
対
象
！
進
学
費
用
の
相
談

お
子
さ
ん
が
大
学
な
ど
に
就
学
す
る
際
に
必
要
な
資

金（
修
学
資
金
、
就
学
支
度
資
金
な
ど
）
の
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
貸
付
に
は
要
件
が
あ
り
、
ま
た
貸

付
終
了
後
は
返
済
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
進
路
決
定

前
の
早
め
の
ご
相
談
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

※
貸
付
は
、
申
請
を
受
け
て
か
ら
面
接
、
審
査
を

経
て
１
か
月
半
程
度
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
貸

付
の
可
否
に
つ
い
て
は
審
査
で
決
定
し
ま
す
の

で
、
ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問  

子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問  

子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

令
和
３
年
度
新
入
学
那
覇
市
立
学
校
隣
接
校

選
択
制
希
望
申
請
票
の
送
付
お
よ
び
受
付

学
校
隣
接
校
選
択
制
は
、
各
指
定
校
の
隣
接
校
へ

の
入
学
を
希
望
す
れ
ば
、
受
入
れ
人
数（
定
員
枠
）

の
範
囲
内
で
入
学
で
き
る
制
度
で
す
。
令
和
３
年

４
月
に
那
覇
市
立
の
小
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
新

１
年
生
の
保
護
者
に
対
し
て
、
10
月
上
旬
に
隣
接

校
選
択
制
希
望
申
請
票
を
送
付
し
ま
す
。

対  

新
小
学
１
年
生
・
新
中
学
１
年
生

申  

学
務
課
窓
口
ま
た
は
郵
送

窓
口
▼
10
月
30
日（
金
）ま
で

郵
送
▼
10
月
31
日（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）

※ 

締
め
切
り
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
の
内

容
に
関
わ
ら
ず
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問  

学
務
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
５

両
立
支
援
等
助
成
金（
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
特
例
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、

介
護
の
た
め
の
有
給
の
休
暇
制
度
を
設
け
、
家
族
の

介
護
を
行
う
労
働
者
が
休
み
や
す
い
環
境
を
整
備

し
た
中
小
企
業
事
業
主
を
支
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問  
沖
縄
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室 

☎
８
６
８
・
４
４
０
３

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
人
情
報
提
供
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

 

日
頃
の
見
守
り
や
災
害
時
の
避
難
支
援
な
ど
に
活

用
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
情
報
を
ま

と
め
た「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
名
簿
は
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
自

主
防
災
組
織
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
へ

「
同
意
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
災
害
時
の
備

え
と
し
て
ご
記
入
と
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対  

避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち
要
介
護
１
か
ら
３
の
人

期 

10
月
か
ら
令
和
３
年
２
月

問  

福
祉
政
策
課
☎
８
６
２
・
９
０
０
２

令
和
２
年
那
覇
市
戦
没
者
追
悼
式

（
第
25
回
な
ぐ
や
け
の
碑
慰
霊
祭
）

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
本
市
出
身
の
戦
没
者

に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、
恒
久
平
和
の
願

い
を
後
世
に
つ
な
ぐ
た
め
の
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ご
参
列

の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

日  

10
月
10
日（
土
）　
式
典
▼
14
時
〜
14
時
半

一
般
焼
香
▼
14
時
半
〜
15
時

場  

波
の
上
ビ
ー
チ
広
場（
那
覇
市
若
狭
１
–
24
）

問  

福
祉
政
策
課
☎
８
６
２
・
９
０
０
２

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
き
は

市
で
は
、
市
内
97
カ
所
に
防
災
行
政
無
線
を
設
置

し
、
気
象
警
報
や
避
難
勧
告
な
ど
の
災
害
関
連
情

報
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
放
送
し
た
内
容
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
専
用
電
話
番
号
で
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
確
認
番
号
▼
☎
８
６
３・２
６
０
８

問  

防
災
危
機
管
理
課
☎
８
６
１
・
１
１
０
２

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間 

家
庭
で「
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
き
ろ
う
」

食
品
ロ
ス
と
は
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
食
品
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
食
品
ロ
ス
廃

棄
量
は
年
間
６
１
２
万
ト
ン
、国
民
１
人
あ
た
り
、

お
茶
碗
一
杯
分
の
食
べ
物
が
毎
日
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
り

組
み
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
買
い
物
す
る
時
は
、
余
分
に
買
い
す
ぎ
な
い
。

◆
食
材
を
無
駄
な
く
使
お
う
。

◆
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の
違
い
を
理
解
し
よ
う
。

問  

廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

10月１日は「浄化槽の日」
お宅の浄化槽は大丈夫!?

浄化槽維持管理の３大義務
1保守点検（法第10条）
処理機能を維持させよう！

2清掃（法第10条）
スカムや汚泥などを引き
出し処理機能を回復させ
る効果があるよ！

3法定検査（法第11条）
浄化槽の動きが正常に維持
されているか検査しよう！

問 環境保全課 ☎951-3229

年３回以上
受けてね！

年１回以上
実施して
ますか？

年１回
受けなければ
いけないよ！

（

修

正

前

）

市
で
は
、
日
頃
の
見
守
り
や
災
害
時
の
避
難
支
援

な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

情
報
を
ま
と
め
た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
名
簿
は
本
人
の
同
意
が
あ
れ

ば
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
の
で
、
災
害
時
の
備
え
と
し
て
「
同
意
書
」
へ
の

ご
記
入
と
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（

修

正

後

）

2

文

字

増

※
赤
字
が
削
除
、
修
正
部
分
で
す
。

各催し物等は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期となる場合があります。事前に各問い合わせ先にご確認ください

「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先　（株）ホープ ☎092-716-1401

82020年（令和２年）10月



事
業
所
や
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
を

所
有
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
処
分
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有
安
定
器
は
、
令
和
３
年
３
月
ま
で
に

廃
棄
処
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
処
理
手
続

き
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
対
象
建
物
の
所
有

者
・
管
理
者
は
、
照
明
器
具
な
ど
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
含
有

安
定
器
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
、
速
や
か
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
使
用
が
判
明
し
た
場
合
は
廃
棄

物
対
策
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
一
般
家
庭
用
の
蛍
光
灯
は
対
象
外
で
す
。

対
象
建
物
▼
昭
和
52
年
３
月
ま
で
に
建
築
・
改
修

さ
れ
た
建
物（
工
場
や
ビ
ル
・
共
同
住
宅
な
ど
）

処
分
期
限
▼
令
和
３
年
３
月
31
日（
期
限
を
過
ぎ

る
と
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。）

問  

廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

那
覇
市
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
に
つ
い
て（
追
加
申
請
）

令
和
３
年
度
に
お
け
る
当
市
の
物
品
購
入（
一
部

リ
ー
ス
、
印
刷
物
な
ど
を
含
む
）
に
係
る
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
書
の
配
布
お
よ
び
受
付

※
登
録
の
有
効
期
間
は
令
和
３
年
度
の
み

配
布
方
法
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

配
布
期
間
▼
11
月
２
日（
月
）〜
30
日（
月
）

受
付
期
間
▼
11
月
16
日（
月
）〜
30
日（
月
）

※ 「
郵
送
」で
の
提
出（
11
月
30
日
消
印
有
効
） 

　

【
送
付
先
】
〒
９
０
０

-

８
５
８
５ 

沖
縄
県
那

覇
市
泉
崎
1
丁
目
1
番
1
号　

那
覇
市 

総
務

部 

法
制
契
約
課 

物
品
契
約
グ
ル
ー
プ
宛

問  

法
制
契
約
課
☎
０
９
８
・
９
５
１
・
３
２
５
３

令
和
２
年
度
那
覇
市
職
員

（
就
職
氷
河
期
世
代
）
採
用
候
補
者
試
験

応
募
要
件
▼
昭
和
41
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

受
付
期
間
▼
10
月
５
日（
月
）〜
19
日（
月
）

第
１
次
試
験
日
▼
11
月
15
日（
日
）

試
験
案
内
配
布
▼
10
月
５
日
〜 

市
役
所
１
階（
総
合
案
内
）
５
階（
人
事
課
）、

首
里
・
真
和
志
支
所

※ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。詳
し
く
は「
那

覇
市　
職
員
採
用
」で
検
索

問
人
事
課
☎
８
６
１
・
７
４
９
９

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
で

自
治
会
の
備
品
・
設
備
を
助
成

市
は
、「
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
令
和
２
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
し

て
２
５
０
万
円
の
助
成
を
受
け
、
活
動
に
必
要
な

備
品
な
ど
を「
那
覇
市
自
治
会
長
会
連
合
会（
他

９
自
治
会
）」へ
助
成
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受

託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

問  

ま
ち
づ
く
り
協
働
推
進
課 

☎
８
６
１
・
３
８
４
６

ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド 

特
別
番
組（
Ｆ
Ｍ
沖
縄
）

「
人
生
会
議
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

日  
10
月
７
日（
水
）11
時
半
〜
13
時
55
分

内  
人
生
会
議（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
）
と
は
？
も
し
も
の
時
の
た
め
に
ご
自
身

が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前
も
っ
て
身
近

な
人
と
話
し
合
い
共
有
す
る
こ
と
で
す
。
人
生

会
議
に
つ
い
て
ラ
ジ
オ
で
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
ま
す
。

問  

ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
課
☎
８
６
２
・
９
０
１
０

台
風
第
９
号
の
被
災
事
業
者
に
対
す
る
中
小
企

業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
適
用
に
つ
い
て

沖
縄
県
に
お
い
て
、
令
和
２
年
台
風
第
９
号
を
県

融
資
制
度「
中
小
企
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
」

の
対
象
災
害
と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
被
災
に
よ
り
売
上
減
少
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
市
内
中
小
企
業
者
へ
融
資
対
象
認
定
書

の
発
行
を
行
い
ま
す
。詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

商
工
農
水
課
☎
９
５
１・３
２
１
２

募
集 

不
発
弾
等
探
査
要
望
箇
所
の
募
集

沖
縄
県
で
は
、
民
間
地（
畑
や
原
野
な
ど
）
を
対

象
に
磁
気
探
査
を
希
望
す
る
箇
所
な
ど
の
調
査
を

行
い
、
不
発
弾
な
ど
の
早
期
処
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
不
発
弾
な
ど
の
探
査
・
発
掘
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
防
災
危
機
管
理
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

期  

11
月
６
日（
金
）ま
で

費  

原
則
無
料

問  

防
災
危
機
管
理
課
☎
８
６
１
・
１
１
０
２

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
中（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
緊
急
雇
用
対
策
職
員
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
働
く
場

を
失
っ
た
人
な
ど
を
対
象
に
、
会
計
年
度
任
用
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
受
付
期
間
▼
定
員
に
達
し
次
第
終
了

業
務
内
容
▼
一
般
事
務
補
助（
電
話
・
窓
口
対
応
、

パ
ソ
コ
ン
で
文
書
作
成
、
資
料
整
理
な
ど
）

任
用
期
間
▼
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
で
原

則
６
か
月
以
内（
職
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

報
酬
▼
報
酬
の
例 

１
日
４
時
間
、
週
５
日　
日
額
３
千
８
５
６
円
〜

１
日
６
時
間
、
週
５
日　
日
額
５
千
７
８
４
円
〜

１
日
７
時
間
、
週
５
日　
日
額
６
千
７
４
８
円
〜

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問  

人
事
課
☎
８
６
１
・
７
４
９
９

令
和
２
年
度
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

支
給
対
象
者
追
加
募
集

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
が
、
看
護
師
な
ど
就
職
に

有
利
な
資
格
取
得
の
た
め
、
養
成
機
関
に
お
い
て

１
年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
す
る
場
合

に
、
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
を
予
算
の
範
囲

内
で
給
付
し
ま
す
。

申  

10
月
30
日（
金
）ま
で

※ 
詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
給
付
は
審
査
後
に
決
定
し
ま
す
。

ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問  

子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

「
会
え
る
、
見
つ
か
る
、
良
く
わ
か
る
」

適
職
発
見
フ
ェ
ア（
就
職
説
明
・
面
接
会
）

日  

10
月
29
日（
木
）13
時
15
分
〜
17
時（
事
前
予
約
制
）

内  

資
格
や
経
験
が
な
く
て
も
応
募
が
で
き
る
求

人
企
業
が
集
ま
る
就
職
説
明
・
面
接
会

場  

沖
縄
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

対  

す
べ
て
の
求
職
者（
一
般
求
職
者

令
和
３
年
３
月
卒
予
定
学
生
）

問  

適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局 

（（
株
）求
人
お
き
な
わ
）
☎
８
６
０
・
８
９
０
０

催
し
物 

地
域
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
那
覇
Ｂ
地
区
）

日  

10
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）14
時
〜
16
時

場  

天
久
小
学
校

対  

運
動
に
制
限
が
な
い
人
。
未
就
学
の
お
子
様
は

保
護
者
同
伴
。
風
邪
の
症
状
が
あ
る
人
、
過
去

14
日
以
内
に
発
熱
や
感
冒
症
状
で
受
診
や
服
薬

を
し
て
い
る
人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

内  

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
、
ピ
ロ
ポ
ロ
、ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
ダ
ー
な
ど

費  

１
回
１
人
１
０
０
円（
保
険
料
と
し
て
）

持
ち
物
▼
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
汗
ふ
き
タ

オ
ル
・
マ
ス
ク

申  

当
日
、
直
接
会
場
で
申
込

※ 

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

最
新
の
開
催
情
報
に
つ
い
て
は
市
民
ス
ポ
ー
ツ

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問  

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
４

地
域
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
真
和
志
Ｂ
地
区
）

日  

10
月
３
日（
土
）、
10
日（
土
）、
17
日（
土
）、

24
日（
土
）、
31
日（
土
）15
時
〜
17
時

場  

仲
井
真
小
学
校
体
育
館 

対  

運
動
に
制
限
が
な
い
人
。
未
就
学
の
お
子
様
は

保
護
者
同
伴
。
風
邪
の
症
状
が
あ
る
人
、
過
去

14
日
以
内
に
発
熱
や
感
冒
症
状
で
受
診
や
服
薬

を
し
て
い
る
人
は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

内  

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
ワ
ナ
ゲ
、
チ
ー
ム
テ
ン

カ
ボ
ー
ル
な
ど

費  

１
回
１
人
１
０
０
円（
保
険
料
と
し
て
）

持
ち
物
▼
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
汗
ふ
き
タ

オ
ル
・
マ
ス
ク

定  

30
人
。
事
前
に
お
電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

最
新
の
開
催
情
報
に
つ
い
て
は
市
民

ス
ポ
ー
ツ
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問  

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
４

第
38
回
那
覇
市
障
が
い
者
運
動
会
の
中
止

今
年
度
の
那
覇
市
障
が
い
者
運
動
会
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
開
催
を
中
止
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問 
障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

エ
イ
ズ（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
な
ど
の
検
査
休
止
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
た
め
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
等
の
検
査
を
休
止
し
て
い
ま
す
。
検
査
の
再

開
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
希
望
の
人
は
、
有
料
で
次

の
医
療
機
関
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。

◆
な
し
ろ
ハ
ル
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
８
７
７・７
７
７
７

◆
ク
リ
ニ
ッ
ク
お
も
ろ
ま
ち
☎
８
６
８・２
１
０
５

◆ 

ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
☎
９
４
６
・
２
８
３
３

◆ 

中
部
徳
洲
会
病
院
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ヘ
ル
ス
外
来

☎
９
２
３
・
１
０
９
２

◆ 

琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
一
内
科
医
局

☎
８
９
５
・
１
１
４
４　

※
相
談
の
み
対
応

問 

保
健
所 

保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
７
１

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
を
！

10
月
は「
臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
」
で
す
。

私
た
ち
も
、
臓
器
移
植
を
受
け
る
立
場
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
臓
器
移
植
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
臓
器
提
供
を

希
望
す
る
人
・
し
な
い
人
・
ど
ち
ら
の
場
合
で

あ
っ
て
も
意
思
表
示
は
、
健
康
保
険
証
、
運
転
免

許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
臓
器
提
供
意
思

表
示
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
登
録

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

臓
器
移
植
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
は「
日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

保
健
所 

保
健
総
務
課
☎
８
５
３
・
７
９
６
４

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
制
度

特
別
障
害
者
手
当
▼
心
身
に
政
令
で
定
め
る
程
度

の
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
、
ま
た
は
病
院
に
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

障
害
児
福
祉
手
当
▼
心
身
に
政
令
で
定
め
る
程
度

の
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満

の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
※
福
祉
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

両
手
当
と
も
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
日
常
生
活
用
具
の

給
付
事
業
の
ご
案
内

那
覇
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
在
宅
の
小
児
慢

性
特
定
疾
病
児
童（
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
児
童
）

に
対
し
、
疾
病
の
内
容
お
よ
び
程
度
に
応
じ
、
ネ

ブ
ラ
イ
ザ
ー（
吸
入
器
）、
電
気
式
た
ん
吸
引
器

な
ど
の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
し
ま
す
。

※ 

用
具
の
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。
購
入
後

に
申
請
し
て
も
、
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

障
が
い
福
祉
課
☎
８
６
２
・
３
２
７
５

令
和
２
年
度 

就
学
援
助
の
申
請（
追
加
申
請
）

経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
や
修
学
旅
行
費
な
ど
の

支
払
い
が
困
難
な
人
に
、
費
用
の
一
部
を
援
助
し

ま
す
。
ま
た
、
援
助
の
対
象
と
な
る
小
学
６
年
生

の
保
護
者
に
は
、
中
学
校
入
学
前
に
新
入
学
学
用

品
費
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対  

市
在
住
で
国
公
立
の
小
中
学
校
へ
通
学
し
て

い
る
児
童
生
徒
、
ま
た
は
区
域
外
就
学
で
那

覇
市
立
の
小
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
で
、
現
在
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い

が
援
助
を
必
要
と
す
る
経
済
状
況
に
あ
る
人
。

※ 

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、修
学
旅
行
費
、

医
療
費
の
一
部
の
み
対
象
。

申  

12
月
28
日（
月
）
ま
で（
生
活
保
護
受
給
者
は

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）ま
で
）

※ 

申
請
月
か
ら
の
援
助
と
な
る
た
め
、
修
学
旅
行

が
あ
る
学
年
の
児
童
生
徒
の
保
護
者
は
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問  

在
学
し
て
い
る
学
校
の
事
務
室
ま
た
は
学
務
課

☎
９
１
７
・
３
５
０
５

ひ
と
り
親
家
庭
対
象
！
進
学
費
用
の
相
談

お
子
さ
ん
が
大
学
な
ど
に
就
学
す
る
際
に
必
要
な
資

金（
修
学
資
金
、
就
学
支
度
資
金
な
ど
）
の
貸
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
貸
付
に
は
要
件
が
あ
り
、
ま
た
貸

付
終
了
後
は
返
済
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
進
路
決
定

前
の
早
め
の
ご
相
談
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

※
貸
付
は
、
申
請
を
受
け
て
か
ら
面
接
、
審
査
を

経
て
１
か
月
半
程
度
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
貸

付
の
可
否
に
つ
い
て
は
審
査
で
決
定
し
ま
す
の

で
、
ご
期
待
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問  

子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援

す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問  

子
育
て
応
援
課
☎
８
６
１
・
６
９
５
１

令
和
３
年
度
新
入
学
那
覇
市
立
学
校
隣
接
校

選
択
制
希
望
申
請
票
の
送
付
お
よ
び
受
付

学
校
隣
接
校
選
択
制
は
、
各
指
定
校
の
隣
接
校
へ

の
入
学
を
希
望
す
れ
ば
、
受
入
れ
人
数（
定
員
枠
）

の
範
囲
内
で
入
学
で
き
る
制
度
で
す
。
令
和
３
年

４
月
に
那
覇
市
立
の
小
中
学
校
へ
入
学
予
定
の
新

１
年
生
の
保
護
者
に
対
し
て
、
10
月
上
旬
に
隣
接

校
選
択
制
希
望
申
請
票
を
送
付
し
ま
す
。

対  

新
小
学
１
年
生
・
新
中
学
１
年
生

申  

学
務
課
窓
口
ま
た
は
郵
送

窓
口
▼
10
月
30
日（
金
）ま
で

郵
送
▼
10
月
31
日（
土
）（
当
日
消
印
有
効
）

※ 

締
め
切
り
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
そ
の
理
由
の
内

容
に
関
わ
ら
ず
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問  

学
務
課
☎
９
１
７
・
３
５
０
５

両
立
支
援
等
助
成
金（
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
特
例
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
と
し
て
、

介
護
の
た
め
の
有
給
の
休
暇
制
度
を
設
け
、
家
族
の

介
護
を
行
う
労
働
者
が
休
み
や
す
い
環
境
を
整
備

し
た
中
小
企
業
事
業
主
を
支
援
し
ま
す
。
詳
し
く
は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問  

沖
縄
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室 

☎
８
６
８
・
４
４
０
３

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
人
情
報
提
供
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

 

日
頃
の
見
守
り
や
災
害
時
の
避
難
支
援
な
ど
に
活

用
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の
情
報
を
ま

と
め
た「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
名
簿
は
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
、
自

主
防
災
組
織
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
対
象
者
へ

「
同
意
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
災
害
時
の
備

え
と
し
て
ご
記
入
と
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

対  

避
難
行
動
要
支
援
者
の
う
ち
要
介
護
１
か
ら
３
の
人

期 

10
月
か
ら
令
和
３
年
２
月

問  

福
祉
政
策
課
☎
８
６
２
・
９
０
０
２

令
和
２
年
那
覇
市
戦
没
者
追
悼
式

（
第
25
回
な
ぐ
や
け
の
碑
慰
霊
祭
）

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
本
市
出
身
の
戦
没
者

に
対
し
、
心
か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、
恒
久
平
和
の
願

い
を
後
世
に
つ
な
ぐ
た
め
の
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ご
参
列

の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

日  

10
月
10
日（
土
）　
式
典
▼
14
時
〜
14
時
半

一
般
焼
香
▼
14
時
半
〜
15
時

場  

波
の
上
ビ
ー
チ
広
場（
那
覇
市
若
狭
１
–
24
）

問  

福
祉
政
策
課
☎
８
６
２
・
９
０
０
２

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
き
は

市
で
は
、
市
内
97
カ
所
に
防
災
行
政
無
線
を
設
置

し
、
気
象
警
報
や
避
難
勧
告
な
ど
の
災
害
関
連
情

報
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
放
送
し
た
内
容
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
専
用
電
話
番
号
で
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
確
認
番
号
▼
☎
８
６
３・２
６
０
８

問  

防
災
危
機
管
理
課
☎
８
６
１
・
１
１
０
２

10
月
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間 

家
庭
で「
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
き
ろ
う
」

食
品
ロ
ス
と
は
、
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て

し
ま
う
食
品
の
こ
と
で
す
。
日
本
の
食
品
ロ
ス
廃

棄
量
は
年
間
６
１
２
万
ト
ン
、国
民
１
人
あ
た
り
、

お
茶
碗
一
杯
分
の
食
べ
物
が
毎
日
捨
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
取
り

組
み
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
買
い
物
す
る
時
は
、
余
分
に
買
い
す
ぎ
な
い
。

◆
食
材
を
無
駄
な
く
使
お
う
。

◆
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の
違
い
を
理
解
し
よ
う
。

問  

廃
棄
物
対
策
課
☎
９
５
１
・
３
２
３
１

10月１日は「浄化槽の日」
お宅の浄化槽は大丈夫!?

浄化槽維持管理の３大義務
1保守点検（法第10条）
処理機能を維持させよう！

2清掃（法第10条）
スカムや汚泥などを引き
出し処理機能を回復させ
る効果があるよ！

3法定検査（法第11条）
浄化槽の動きが正常に維持
されているか検査しよう！

問 環境保全課 ☎951-3229

年３回以上
受けてね！

年１回以上
実施して
ますか？

年１回
受けなければ
いけないよ！

（

修

正

前

）

市
で
は
、
日
頃
の
見
守
り
や
災
害
時
の
避
難
支
援

な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

情
報
を
ま
と
め
た
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
名
簿
は
本
人
の
同
意
が
あ
れ

ば
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
の
で
、
災
害
時
の
備
え
と
し
て
「
同
意
書
」
へ
の

ご
記
入
と
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

（

修

正

後

）

2

文

字

増

※
赤
字
が
削
除
、
修
正
部
分
で
す
。

各催し物等は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期となる場合があります。事前に各問い合わせ先にご確認ください
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市立図書館キャラクター
「なぽんちゃん」　なぽんちゃんのブックトーク那

覇
市

立図書館

博物館TOPICS

市
民
県
民
総
出
の
海
邦
国
体

　

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）、「
き
ら
め
く
太

陽　

ひ
ろ
が
る
友
情
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

「
一
人
一
役
万
人
（
う
ま
ん
ち
ゅ
）
が
主
役
」
を
合

言
葉
に
開
催
さ
れ
た
第
42
回
国
民
体
育
大
会
「
海

邦
国
体
」。
夏
季
大
会
は
９

月
20
日
〜
23
日
ま
で
の
４
日

間
、
秋
季
大
会
は
10
月
25
日

〜
30
日
ま
で
の
６
日
間
、
県

内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
軟
式

野
球
、
柔
道
、
弓
道
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
水
泳
の
八
競
技
で

主
会
場
と
な
り
、
約
５
千
人

の
市
民
が
運
営
な
ど
に
携
わ

り
ま
し
た
。

沖
縄
県
は
、
天
皇
杯
（
男

女
総
合
優
勝
）、
皇
后
杯
（
女
子
総
合
優
勝
）
を
獲

得
し
、
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
季

大
会
の
最
終
日
に
は
、
日
本
に
お
け
る
20
世
紀
最

後
の「
金
環
日
食
」
が
観
測
さ
れ
た
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
盛
り
上
が
り
を
魅
せ
、
大
会
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

フィルム越しに金環日食を見る選手たち

あ
の
日
の
那
覇
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
VOL.

6

はいたい。「なぽんちゃん」です。
みなさん、図書館で本を借りたことはありますか？
図書館には古い本が並んでいるイメージがあるかと思い
ますが、新刊の本や雑誌もたくさんあり、無料で借りる
ことができますよ。
たくさんの本が並ぶ本棚の前でじっくり本を選ぶ時間は
いいものです。今月は“秋”を楽しむ本をご紹介しま～す。

問 中央図書館　☎917-3449

『おきなわの星』
福里美奈子 文　ミキシズ 絵　（ボーダーインク：出版）
「ニ―ヌファブシ」って知っていますか。そうです。北極星のことです。
歌にも出てきますね。この本には沖縄のくらしと星の関係やウチナー
グチでの呼び名、民話が紹介されています。もちろん星の動きや季節
ごとに見える星座などイラストを使い分かりやすく書かれています。
星
ほし

空
ぞら

図
ず

の見方や星の見つけ方を参考に親子で秋の空を眺めてはいかが
ですか。

『14ひきのおつきみ』
いわむらかずお 文・絵　（童心社：出版）
ねずみの家族がなかよくお月見をするお話です。高い木の上に月見
台をつくり、自然の恵みに感謝しお団子やススキもお供えします。
だんだんと暮れ行く森の中でお月様が昇るのを待ちます。やがて現
れたお月様の優しい光を浴びて大喜びするねずみたち。心があたた
まりしみじみと秋を感じる本です。

（担当：牧志駅前ほしぞら図書館）

今
後
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て

引
き
続
き
一
部
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

に
よ
っ
て
臨
時
に
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
が
、
現
在
不
具

合
に
よ
り
閲
覧
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
直
接
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。

「 

卵
の
殻
の
不
思
議
な
世
界

〜
エ
ッ
グ
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
作
品
展
〜
」

卵
の
殻
を
加
工
し
て
素
敵
な
ア
ー
ト
を
作
り
だ

す
、
エ
ッ
グ
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
期　

10
月
６
日（
火
）〜
10
月
11
日（
日
）

▼
主
催　

 

比
嘉 

常
美

▼
場
所　

３
階
企
画
展
示
室 

▼
観
覧
料　

無
料

「 

世
界
遺
産
出
土
品
巡
回
展

〜
未
来
に
継
ぐ
琉
球
の
宝
〜
」

今
年
は
、「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連

遺
産
群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
20

周
年
に
あ
た
る
節
目
の
年
で
す
。

本
展
で
は
、
登
録
20
周
年
を
記
念
し
て
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
遺
産
群
の
紹
介
を
中
心

に
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
遺
物
を
展

示
し
ま
す
。

「
世
界
の
宝
」
を
存
分
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
財
の
保
全

と
活
用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

▼
会
期　

10
月
16
日（
金
）〜
11
月
１
日（
日
）

▼
主
催　

 「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺

産
群
」
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

▼
場
所　

 

３
階
企
画
展
示
室 

▼
観
覧
料　

無
料

「
常
設
展

：

戦
後
の
那
覇

１
９
５
０
〜
６
０
年
代
の
写
真
展
」

現
在
、
歴
史
博
物
館
で
は
、
戦
後
の
那
覇
を

テ
ー
マ
に
常
設
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前

回
ご
紹
介
し
た「
那
覇
市
牧
志
街
道
拡
幅
工
事

平
面
図
」の
よ
う
な
資
料
の
他
に
、
１
９
５
０
年
〜

６
０
年
代
の
写
真
も
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

終
戦
か
ら
数
年
が
経
ち
、
徐
々
に
建
物
や

道
路
が
造
ら
れ
て
い
く
様
子
や
、
壺
屋
・
牧
志

一
帯
に
出
来
た
市
場
や
平
和
通
り
の
活
気
。
人

の
増
加
に
よ
っ
て
渋
滞
が
激
し
く
な
り
、
拡
幅

さ
れ
た
牧
志
街
道（
現
在
の
国
際
通
り
）
や
交

通
機
関
の
変
化
。
生
活
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻

す
に
つ
れ
、
続
々
と
建
設
さ
れ
た
劇
場
や
映
画

館
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の

学
校
・
教
育
に
つ
い
て
の
展
示
も
あ
り
、
生
き

生
き
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、
い
つ
の

時
代
も
変
わ
ら
ず
見
る
も
の
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

戦
後
の
何

も
な
い
時
代

か
ら
復
興
し

て
い
っ
た
、

た
く
ま
し
い

那
覇
の
人
々

の
写
真
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼ 

展
示
期
間　

開
催
中
〜
10
月
26
日（
月
）

﹇
国
宝
尚
家
関
係
資
料
10
月
の
特
別
展
示
﹈

王
家
の
男
性
衣
裳

▼ 

展
示
期
間　

10
月
2
日（
金
）〜
10
月
26
日（
月
）

黒
漆
と
螺ら

で
ん鈿

の
漆
器

▼ 

展
示
期
間　

開
催
中
〜
10
月
26
日（
月
）

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
：
10
時
〜
19
時

休
館
日
：
木
曜

観
覧
料
：
一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６　

FAX
８
６
９
・
５
２
６
７

壺
屋
焼
物
博
物
館（
那
覇
市
壺
屋
１
丁
目
９
番
32
号
）

開
館
時
間
：
10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜 

※ 

た
だ
し
、
月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料
： 

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１　

FAX
８
６
２
・
３
７
６
２

那
覇
市
歴
史
博
物
館

壺
屋
焼
物
博
物
館

那
覇
市
歴
史
博
物
館

壺
屋
焼
物
博
物
館

1951～52年ごろ
の牧志街道（現在
の国際通り）

那覇市民ギャラリー　☎ 867-7663　パレットくもじ 6階
［開館時間］10時~19時　日曜日17時から展示物搬出あり　［休館日］月曜日

なはし創業・就職サポートセンター　☎988-3163　FAX 917-1281
銘苅2-3-1なは市民協働プラザBコア地下1階　［利用時間］平日9時～18時

なは女性センター　☎ 951-3203　℻  951-3204　  銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザAコア 1階
［利用時間］月～金 9時～21時 土 9時～17時　［休館日］日曜・祝日・6月23日（慰霊の日）・12月29日～1月3日（年末年始）

森の家みんみん　☎882-3195　℻  882-3196
ウェブサイトhttp://minminmin.sunnyday.jp　［受付時間］9時～18時　［休館日］火曜日

パレット市民劇場　☎ 869-4880　℻  869-4883
パレットくもじ9階　［開館時間］9時～22時　［休館日］火曜日

那覇市ぶんかテンブス館
［利用時間］月曜日 9時～18時／火曜日～日曜日 9時～22時　［休館日］第２・４月曜日

木曜芸能公演　百花繚乱　［問い合わせ先］☎868-7810

なは市民活動支援センター　☎ 861-5024　℻  861-5029
那覇市銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザ2階

［利用時間］月・火・木・金・土曜日 9時～21時／日・水曜日 9時～17時
［休館日］6月23日（慰霊の日）・12月29日～1月3日（年末年始）

※臨時休館する場合もあります。

9月29日（火）～ 10月4日（日）
第３展示室 桑江良健　絵画展 （絵画）（入場無料）
10月27日（火）～ 11月1日（日）

全室 首里城復興プロジェクト（沖縄アジア国際平和芸術祭2020）
（仮） （瓦作品）（入場無料）

ご来館のお願い
那覇市民ギャラリーへ
お越しの際は、感染症
対策にご協力ください。

① ご入場の際は必ずマスクを着用し、消毒、体
温測定、連絡先記入にご協力ください。
② 密集を避けるため各展示室は一度に入場でき
る人数を制限します。
③ 館内に掲示されているその他の対策にもご
協力ください。

【ジェンダースタディーズ】
第１回　 虫の目、鳥の目で見る「女性差別」

～ジェンダー平等を考える～ 
第２回　 「女らしさ」「男らしさ」と性の多様性

～誰もが尊重される社会のレシピ～
日  第１回：10月3日(土)14時～16時
第２回：10月31日(土)14時～16時

講師▶ 玉城 福子（社会学者／大学非常勤講師）
場 なは女性センター学習室
対 関心のある人　　定 先着24人（事前申込） 
※ 手話通訳は那覇市在住・在勤・在学者が利用でき
ます。事前にお問い合わせください。
なお、一時保育は当面の間、休止いたします。

災害に備える、安全・安心とは 
～女性、子ども、さまざまな視点からの防災～

日  10月24日(土)14時～16時
講師▶  稲垣 暁（ RBCiラジオ「アップ!!」コメン

テーター／社会福祉士・防災士）
場 なは女性センター学習室
対 関心のある人　　定 先着24人（事前申込） 
※ 手話通訳は、那覇市在住・在勤・在学者が利用でき
ます。10月16日(金)までに、お申込みください。
なお、一時保育は当面の間、休止いたします。

※ 新型コロナウイルス感染症などの状況により、
変更する場合があります。最新の情報は、市ホー
ムページでご確認ください。

相談室｢ダイヤルうない｣ ☎098-861-7515
月～土曜日 ９時～12時／13時～17時

●電話相談　●面接相談（女性のみ・要予約）
●法律相談（女性のみ・予約制） 
●性の多様性に関する相談

あなたが「自分らしい人生」を自らの意思で
選択できるように、一緒に考えます。
性の多様性については、性別にかかわらず

ご相談ください。

タイトル 日時 集合場所 内容 定数 費用

空と森のおさんぽ 10月3日（土）
10時～12時

森の家
みんみん

気象予報士の空と季節の森
をたのしみましょう 15 １人400円

（保険代）
安謝川クリーン
アップ大作戦

10月10日（土）
10時～12時

森の家
みんみん

川・滝の清掃ボランティアで
す。きもちいいです。 無料

ネイチャーゲーム
しましょ

10月17日（土）
10時～12時

森の家
みんみん

五感で自然を感じるゲー
ム、ネイチャーゲームで自
然と遊ぼう

15 １人400円
（保険代）

親子で森の遠足 10月25日（日）
9時30分～12時

森の家
みんみん

ガイドの解説で那覇の森を楽
しむ企画です。 15 １人400円

（保険代）

日にち 公演内容
11日･25日（日） 琉球ドラゴンプロレス　プロレス興行
17日（土）・18日（日） FEC　お笑い劇場
24日（土） オリジン　お笑いライブ喜笑転決

有料駐車場あり（当センター利用者は一部免除により、最初の2時間まで100円、以降1時間ごとに100円加算）

有料駐車場あり（当センター利用者は一部免除により、最初の2時間まで100円、以降1時間ごとに100円加算）

有料駐車場あり（当センター利用者は一部免除により、最初の2時間まで100円、以降1時間ごとに100円加算）

コロナ禍の「ボランティア受入プログラム
づくりワークショップ」受講生募集

講座開催日時・内容▶ 
10月6日（火）19時～21時： コロナ禍による地域のニーズと活動、組織

を見なおし、必要な人材を見極める
10月20日（火）19時～21時： ニーズにマッチしたボランティア活動プ

ログラムづくり
場  なは市民活動支援センター・会議室１
定 先着30人　※全２回参加できる人
募集期間▶ 10月5日（月）午前中まで
※ 右記のQRコードの申込フォームでの申込み、または、お電話ください。
対  市内のNPO・市民活動団体・自治会・小学校区まちづくり協議会など
実施方法▶ 上記会場に集合しての実施　※ただし、コロナウイルス感染状
況によっては、オンライン（インターネット会議ツールZOOMなど）にて実施予定
講師▶ 宮道喜一（NPO法人まちなか研究所わくわく・事務局長）
問  NPO法人まちなか研究所わくわく　☎861-1469

創業に興味のある人や準備中の人、創業後の人、就職や転職活動中の人のための相談窓口です。
どうぞお気軽にご利用ください（創業・就職関連書籍を多数揃えています）。

■創業セミナー（受講料無料）　※電話で申込
「特定創業支援事業と創業支援機関の取り組み」
　【日程】10月22日（木）14時～16時 【会場】那覇市民協働プラザ5階研修室
　【講師】小松崎 愛（創業・就職相談員） 【定員】10人+Zoomでもご参加いただけます。

■就職支援セミナー（受講料無料）　※電話で申込
日付 タイトル その他

10月5日(月) Withコロナ時代の就活方法
●  会場は当センター（パソコン講座のみIT創造館）
● 1日2回　（10時～11時、14時～15時）
同じ内容のセミナーを行います。

● 各回定員4人です。
● このセミナーの受講はハローワーク失業認定申
告書の求職活動実績対象となります。

10月7日(水) 簡単！応募書類の書き方
10月13日(火) 就活メイクのポイント
10月15日(木) Withコロナ時代の面接対策
10月21日(水) 超初心者向けパソコン基礎講座
10月26日(月) お仕事紹介～福祉の仕事～

各催し物などは新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止・延期、変更となる場合があります。
事前に各お問い合わせ先にご確認ください。

最新の状況は主催者またはパレット市民劇場（☎869-
4880／受付時間9時～17時）にてご確認ください。
パレット市民劇場のホームページからもご確認いただけます。

コロナ禍における
文化芸術活動支援のための利用料減額免除について

パレット市民劇場では、市の事業としてコロナ禍における芸術活動の支
援を目的とし、観客定員数に合わせた劇場利用料の免除を実施します。
対象となる方は、那覇市民、または那覇市で文化芸術活動の実績もしく
は文化芸術振興への寄与が認められ、令和3年3月までに「舞台芸術活動
（コンサート・発表会・演劇・舞踊など）」を行う予定のみなさまです。
減免制度を受ける方法など、その他の詳細はホームページをご覧ください。

各催し物等は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または延期となる場合があります。事前に各問い合わせ先にご確認ください

「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先　（株）ホープ ☎092-716-1401

102020年（令和２年）10月



市立図書館キャラクター
「なぽんちゃん」　なぽんちゃんのブックトーク那

覇
市

立図書館

博物館TOPICS

市
民
県
民
総
出
の
海
邦
国
体

　

１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）、「
き
ら
め
く
太

陽　

ひ
ろ
が
る
友
情
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

「
一
人
一
役
万
人
（
う
ま
ん
ち
ゅ
）
が
主
役
」
を
合

言
葉
に
開
催
さ
れ
た
第
42
回
国
民
体
育
大
会
「
海

邦
国
体
」。
夏
季
大
会
は
９

月
20
日
〜
23
日
ま
で
の
４
日

間
、
秋
季
大
会
は
10
月
25
日

〜
30
日
ま
で
の
６
日
間
、
県

内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
軟
式

野
球
、
柔
道
、
弓
道
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、
水
泳
の
八
競
技
で

主
会
場
と
な
り
、
約
５
千
人

の
市
民
が
運
営
な
ど
に
携
わ

り
ま
し
た
。

沖
縄
県
は
、
天
皇
杯
（
男

女
総
合
優
勝
）、
皇
后
杯
（
女
子
総
合
優
勝
）
を
獲

得
し
、
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
季

大
会
の
最
終
日
に
は
、
日
本
に
お
け
る
20
世
紀
最

後
の「
金
環
日
食
」
が
観
測
さ
れ
た
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
盛
り
上
が
り
を
魅
せ
、
大
会
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

フィルム越しに金環日食を見る選手たち

あ
の
日
の
那
覇
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
VOL.

6

はいたい。「なぽんちゃん」です。
みなさん、図書館で本を借りたことはありますか？
図書館には古い本が並んでいるイメージがあるかと思い
ますが、新刊の本や雑誌もたくさんあり、無料で借りる
ことができますよ。
たくさんの本が並ぶ本棚の前でじっくり本を選ぶ時間は
いいものです。今月は“秋”を楽しむ本をご紹介しま～す。

問 中央図書館　☎917-3449

『おきなわの星』
福里美奈子 文　ミキシズ 絵　（ボーダーインク：出版）
「ニ―ヌファブシ」って知っていますか。そうです。北極星のことです。
歌にも出てきますね。この本には沖縄のくらしと星の関係やウチナー
グチでの呼び名、民話が紹介されています。もちろん星の動きや季節
ごとに見える星座などイラストを使い分かりやすく書かれています。
星
ほし

空
ぞら

図
ず

の見方や星の見つけ方を参考に親子で秋の空を眺めてはいかが
ですか。

『14ひきのおつきみ』
いわむらかずお 文・絵　（童心社：出版）
ねずみの家族がなかよくお月見をするお話です。高い木の上に月見
台をつくり、自然の恵みに感謝しお団子やススキもお供えします。
だんだんと暮れ行く森の中でお月様が昇るのを待ちます。やがて現
れたお月様の優しい光を浴びて大喜びするねずみたち。心があたた
まりしみじみと秋を感じる本です。

（担当：牧志駅前ほしぞら図書館）

今
後
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て

引
き
続
き
一
部
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況

に
よ
っ
て
臨
時
に
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
当
館
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
が
、
現
在
不
具

合
に
よ
り
閲
覧
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
の
で
、
直
接
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。

「 

卵
の
殻
の
不
思
議
な
世
界

〜
エ
ッ
グ
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
作
品
展
〜
」

卵
の
殻
を
加
工
し
て
素
敵
な
ア
ー
ト
を
作
り
だ

す
、
エ
ッ
グ
シ
ェ
ル
ア
ー
ト
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
会
期　

10
月
６
日（
火
）〜
10
月
11
日（
日
）

▼
主
催　

 

比
嘉 

常
美

▼
場
所　

３
階
企
画
展
示
室 

▼
観
覧
料　

無
料

「 

世
界
遺
産
出
土
品
巡
回
展

〜
未
来
に
継
ぐ
琉
球
の
宝
〜
」

今
年
は
、「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連

遺
産
群
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
20

周
年
に
あ
た
る
節
目
の
年
で
す
。

本
展
で
は
、
登
録
20
周
年
を
記
念
し
て
、
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
遺
産
群
の
紹
介
を
中
心

に
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
遺
物
を
展

示
し
ま
す
。

「
世
界
の
宝
」
を
存
分
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
財
の
保
全

と
活
用
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

▼
会
期　

10
月
16
日（
金
）〜
11
月
１
日（
日
）

▼
主
催　

 「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺

産
群
」
世
界
遺
産
登
録
20
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会

▼
場
所　

 

３
階
企
画
展
示
室 

▼
観
覧
料　

無
料

「
常
設
展

：

戦
後
の
那
覇

１
９
５
０
〜
６
０
年
代
の
写
真
展
」

現
在
、
歴
史
博
物
館
で
は
、
戦
後
の
那
覇
を

テ
ー
マ
に
常
設
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前

回
ご
紹
介
し
た「
那
覇
市
牧
志
街
道
拡
幅
工
事

平
面
図
」の
よ
う
な
資
料
の
他
に
、
１
９
５
０
年
〜

６
０
年
代
の
写
真
も
数
多
く
展
示
し
て
い
ま
す
。

終
戦
か
ら
数
年
が
経
ち
、
徐
々
に
建
物
や

道
路
が
造
ら
れ
て
い
く
様
子
や
、
壺
屋
・
牧
志

一
帯
に
出
来
た
市
場
や
平
和
通
り
の
活
気
。
人

の
増
加
に
よ
っ
て
渋
滞
が
激
し
く
な
り
、
拡
幅

さ
れ
た
牧
志
街
道（
現
在
の
国
際
通
り
）
や
交

通
機
関
の
変
化
。
生
活
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻

す
に
つ
れ
、
続
々
と
建
設
さ
れ
た
劇
場
や
映
画

館
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
の

学
校
・
教
育
に
つ
い
て
の
展
示
も
あ
り
、
生
き

生
き
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、
い
つ
の

時
代
も
変
わ
ら
ず
見
る
も
の
を
和
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

戦
後
の
何

も
な
い
時
代

か
ら
復
興
し

て
い
っ
た
、

た
く
ま
し
い

那
覇
の
人
々

の
写
真
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼ 

展
示
期
間　

開
催
中
〜
10
月
26
日（
月
）

﹇
国
宝
尚
家
関
係
資
料
10
月
の
特
別
展
示
﹈

王
家
の
男
性
衣
裳

▼ 

展
示
期
間　

10
月
2
日（
金
）〜
10
月
26
日（
月
）

黒
漆
と
螺ら

で
ん鈿
の
漆
器

▼ 

展
示
期
間　

開
催
中
〜
10
月
26
日（
月
）

那
覇
市
歴
史
博
物
館（
パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
４
階
）

開
館
時
間
：
10
時
〜
19
時

休
館
日
：
木
曜

観
覧
料
：
一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
９
・
５
２
６
６　

FAX
８
６
９
・
５
２
６
７

壺
屋
焼
物
博
物
館（
那
覇
市
壺
屋
１
丁
目
９
番
32
号
）

開
館
時
間
：
10
時
〜
18
時（
入
館
は
17
時
半
ま
で
）

休
館
日
：
月
曜 

※ 

た
だ
し
、
月
曜
休
日
の
場
合
は
開
館

常
設
展
観
覧
料
： 

一
般
３
５
０
円（
大
学
生
以
下 

無
料
）

☎
８
６
２
・
３
７
６
１　

FAX
８
６
２
・
３
７
６
２

那
覇
市
歴
史
博
物
館

壺
屋
焼
物
博
物
館

那
覇
市
歴
史
博
物
館

壺
屋
焼
物
博
物
館

1951～52年ごろ
の牧志街道（現在
の国際通り）

那覇市民ギャラリー　☎ 867-7663　パレットくもじ 6階
［開館時間］10時~19時　日曜日17時から展示物搬出あり　［休館日］月曜日

なはし創業・就職サポートセンター　☎988-3163　FAX 917-1281
銘苅2-3-1なは市民協働プラザBコア地下1階　［利用時間］平日9時～18時

なは女性センター　☎ 951-3203　℻  951-3204　  銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザAコア 1階
［利用時間］月～金 9時～21時 土 9時～17時　［休館日］日曜・祝日・6月23日（慰霊の日）・12月29日～1月3日（年末年始）

森の家みんみん　☎882-3195　℻  882-3196
ウェブサイトhttp://minminmin.sunnyday.jp　［受付時間］9時～18時　［休館日］火曜日

パレット市民劇場　☎ 869-4880　℻  869-4883
パレットくもじ9階　［開館時間］9時～22時　［休館日］火曜日

那覇市ぶんかテンブス館
［利用時間］月曜日 9時～18時／火曜日～日曜日 9時～22時　［休館日］第２・４月曜日

木曜芸能公演　百花繚乱　［問い合わせ先］☎868-7810

なは市民活動支援センター　☎ 861-5024　℻  861-5029
那覇市銘苅 2-3-1 なは市民協働プラザ2階

［利用時間］月・火・木・金・土曜日 9時～21時／日・水曜日 9時～17時
［休館日］6月23日（慰霊の日）・12月29日～1月3日（年末年始）

※臨時休館する場合もあります。

9月29日（火）～ 10月4日（日）
第３展示室 桑江良健　絵画展 （絵画）（入場無料）
10月27日（火）～ 11月1日（日）

全室 首里城復興プロジェクト（沖縄アジア国際平和芸術祭2020）
（仮） （瓦作品）（入場無料）

ご来館のお願い
那覇市民ギャラリーへ
お越しの際は、感染症
対策にご協力ください。

① ご入場の際は必ずマスクを着用し、消毒、体
温測定、連絡先記入にご協力ください。
② 密集を避けるため各展示室は一度に入場でき
る人数を制限します。
③ 館内に掲示されているその他の対策にもご
協力ください。

【ジェンダースタディーズ】
第１回　 虫の目、鳥の目で見る「女性差別」

～ジェンダー平等を考える～ 
第２回　 「女らしさ」「男らしさ」と性の多様性

～誰もが尊重される社会のレシピ～
日  第１回：10月3日(土)14時～16時
第２回：10月31日(土)14時～16時

講師▶ 玉城 福子（社会学者／大学非常勤講師）
場 なは女性センター学習室
対 関心のある人　　定 先着24人（事前申込） 
※ 手話通訳は那覇市在住・在勤・在学者が利用でき
ます。事前にお問い合わせください。
なお、一時保育は当面の間、休止いたします。

災害に備える、安全・安心とは 
～女性、子ども、さまざまな視点からの防災～

日  10月24日(土)14時～16時
講師▶  稲垣 暁（ RBCiラジオ「アップ!!」コメン

テーター／社会福祉士・防災士）
場 なは女性センター学習室
対 関心のある人　　定 先着24人（事前申込） 
※ 手話通訳は、那覇市在住・在勤・在学者が利用でき
ます。10月16日(金)までに、お申込みください。
なお、一時保育は当面の間、休止いたします。

※ 新型コロナウイルス感染症などの状況により、
変更する場合があります。最新の情報は、市ホー
ムページでご確認ください。

相談室｢ダイヤルうない｣ ☎098-861-7515
月～土曜日 ９時～12時／13時～17時

●電話相談　●面接相談（女性のみ・要予約）
●法律相談（女性のみ・予約制） 
●性の多様性に関する相談

あなたが「自分らしい人生」を自らの意思で
選択できるように、一緒に考えます。
性の多様性については、性別にかかわらず

ご相談ください。

タイトル 日時 集合場所 内容 定数 費用

空と森のおさんぽ 10月3日（土）
10時～12時

森の家
みんみん

気象予報士の空と季節の森
をたのしみましょう 15 １人400円

（保険代）
安謝川クリーン
アップ大作戦

10月10日（土）
10時～12時

森の家
みんみん

川・滝の清掃ボランティアで
す。きもちいいです。 無料

ネイチャーゲーム
しましょ

10月17日（土）
10時～12時

森の家
みんみん

五感で自然を感じるゲー
ム、ネイチャーゲームで自
然と遊ぼう

15 １人400円
（保険代）

親子で森の遠足 10月25日（日）
9時30分～12時

森の家
みんみん

ガイドの解説で那覇の森を楽
しむ企画です。 15 １人400円

（保険代）

日にち 公演内容
11日･25日（日） 琉球ドラゴンプロレス　プロレス興行
17日（土）・18日（日） FEC　お笑い劇場
24日（土） オリジン　お笑いライブ喜笑転決

有料駐車場あり（当センター利用者は一部免除により、最初の2時間まで100円、以降1時間ごとに100円加算）

有料駐車場あり（当センター利用者は一部免除により、最初の2時間まで100円、以降1時間ごとに100円加算）

有料駐車場あり（当センター利用者は一部免除により、最初の2時間まで100円、以降1時間ごとに100円加算）

コロナ禍の「ボランティア受入プログラム
づくりワークショップ」受講生募集

講座開催日時・内容▶ 
10月6日（火）19時～21時： コロナ禍による地域のニーズと活動、組織

を見なおし、必要な人材を見極める
10月20日（火）19時～21時： ニーズにマッチしたボランティア活動プ

ログラムづくり
場  なは市民活動支援センター・会議室１
定 先着30人　※全２回参加できる人
募集期間▶ 10月5日（月）午前中まで
※ 右記のQRコードの申込フォームでの申込み、または、お電話ください。
対  市内のNPO・市民活動団体・自治会・小学校区まちづくり協議会など
実施方法▶ 上記会場に集合しての実施　※ただし、コロナウイルス感染状
況によっては、オンライン（インターネット会議ツールZOOMなど）にて実施予定
講師▶ 宮道喜一（NPO法人まちなか研究所わくわく・事務局長）
問  NPO法人まちなか研究所わくわく　☎861-1469

創業に興味のある人や準備中の人、創業後の人、就職や転職活動中の人のための相談窓口です。
どうぞお気軽にご利用ください（創業・就職関連書籍を多数揃えています）。

■創業セミナー（受講料無料）　※電話で申込
「特定創業支援事業と創業支援機関の取り組み」
　【日程】10月22日（木）14時～16時 【会場】那覇市民協働プラザ5階研修室
　【講師】小松崎 愛（創業・就職相談員） 【定員】10人+Zoomでもご参加いただけます。

■就職支援セミナー（受講料無料）　※電話で申込
日付 タイトル その他

10月5日(月) Withコロナ時代の就活方法
●  会場は当センター（パソコン講座のみIT創造館）
● 1日2回　（10時～11時、14時～15時）
同じ内容のセミナーを行います。

● 各回定員4人です。
● このセミナーの受講はハローワーク失業認定申
告書の求職活動実績対象となります。

10月7日(水) 簡単！応募書類の書き方
10月13日(火) 就活メイクのポイント
10月15日(木) Withコロナ時代の面接対策
10月21日(水) 超初心者向けパソコン基礎講座
10月26日(月) お仕事紹介～福祉の仕事～

各催し物などは新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止・延期、変更となる場合があります。
事前に各お問い合わせ先にご確認ください。

最新の状況は主催者またはパレット市民劇場（☎869-
4880／受付時間9時～17時）にてご確認ください。
パレット市民劇場のホームページからもご確認いただけます。

コロナ禍における
文化芸術活動支援のための利用料減額免除について

パレット市民劇場では、市の事業としてコロナ禍における芸術活動の支
援を目的とし、観客定員数に合わせた劇場利用料の免除を実施します。
対象となる方は、那覇市民、または那覇市で文化芸術活動の実績もしく
は文化芸術振興への寄与が認められ、令和3年3月までに「舞台芸術活動
（コンサート・発表会・演劇・舞踊など）」を行う予定のみなさまです。
減免制度を受ける方法など、その他の詳細はホームページをご覧ください。

11 2020年（令和２年）10月



好評につき、数か月先の掲載分
まで応募をいただいているため
受付を一時休止しています。
ご了承ください。

秘書広報課 ☎862-9942

島袋 結
ゆい
 ちゃん

令和2年3月生 〈牧志在住〉

米城 結
ゆ き

喜 ちゃん

令和2年3月生 〈小禄在住〉

八木 優
ゆ う か

香、咲
え み か

香 ちゃん

令和元年9月生 〈古島在住〉

安藤 蒼
あ い き

桔 ちゃん

令和2年4月生 〈松川在住〉

比嘉 夢
ゆ め の す け

之介 ちゃん

令和2年3月生 〈天久在住〉
知念 佳

か い

良 ちゃん

令和2年3月生 〈楚辺在住〉
國吉 真

ま こ と

誠 ちゃん

令和元年8月生 〈具志在住〉

糸数 みる ちゃん

令和元年8月生 〈小禄在住〉
宮城 陽

ひ な た

向 ちゃん

令和元年11月生 〈松島在住〉

あじく
ーたー　あじく
ーたー　うちな
ーぐちやうちな
ーぐちや

ぷち

問 

那
覇
市
文
化
協
会
　
☎
８
６
１・１
９
０
９

昨年の会場の様子

昔
が
思
い
出
さ
れ
、
再
会
し
た
い
と
思
う

あ
な
が
ち
さ
ん
　
首
里
城

（
な
つ
か
し
い
、
首
里
城
）

あ
な
が
ち

          

さ
ん

回 答 が
お済みで
ない人へ

まだ回答がお済みでない人は、インターネットでの回答又は記入し
た調査票を同封の郵送提出用封筒に入れ、速やかに最寄りの郵便ポ
ストにご投函ください。（切手は不要です。）
10月7日（水）までに回答が確認できない場合には、調査員がご記入
いただいた調査票の回収に伺います。

問い合わせ
国勢調査那覇市実施本部
☎951-3223

インターネットインターネットでの回答が、での回答が、とてもとても
便利です!!便利です!!

●オートロックマンション住民のみなさんへ
　 調査活動のため、ドアの開錠と世帯を連続で訪問することに
ついてのご協力をお願いします。

 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
回答はできる限りインターネットでお願いします。

「広報なは市民の友」への広告を募集中。問い合わせ先　（株）ホープ ☎092-716-1401

122020年（令和２年）10月

Administrator
テキストボックス
掲載期間終了のため画像を削除しました




